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▲成人を迎えての抱負を書いたメッセージボードを掲げた平成30年東松島市成人式実行委員の皆さん

今号の特集では、特に若い世代が活躍できるまちを目指す、東松島市における“地方創生”の取り組みを紹介します。

338人が晴れの門出

東松島市キャラクター イート＆イ～ナ
（右） （左）

まちの未来を担う
自覚と決意

　成人の日（１月８日）を前に１月７日（日）に市コミュニティセンターで成人式

が行われました。今年の新成人は平成９年４月２日から１０年４月１日までに生

まれた男女で、東日本大震災の発生当時は多感な中学１年生でした。まちの

復興とともに歩んできた若者たちは、今年の成人式のテーマである「１ＵＰ

～新たな自分へ翔
か

け出そう」の言葉を胸に、これからも直面する壁を一つず

つ乗り越えて突き進み、未来のまちを創り上げていく決意を新たにしました。
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　日本では、2008年（平成20年）に始まった人口減
少が、今後加速度的に進むとされています。
　人口減少問題は、地域によって状況や原因が異な
るものの、人口減少による消費・経済力の低下は、日
本の経済社会に対して大きな重荷となります。そのた
め政府は、政策のひとつとして、東京一極集中を是

ぜ せ い

正
し、地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全体の活力
を上げることを目的とした「地方創生」を掲

かか

げました。
　「地方創生」を推進するためには、「しごと」が「ひ
と」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を
確立し、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻す
ことが重要であり、それぞれの地域が自らの創意工夫
により、その地域にしかない資源を核として、地域が自
立していくための取り組みを実施していく必要があり
ます。

　東松島市において、市の
将来人口の予測を測定した
ところ、今後20年間で人口
が急速に減少する見通しで
あることが浮き彫りとなりま
した。そのため、市民委員会
（※）等により議論を重ね、平成27年12月に「東松島市人口ビジョン・総合戦略（以下、総合戦
略という。）」を策定し、人口の減少速度を緩和させることを目指し、2040年に人口36,300人を
実現するという目標を掲げました（図１参照）。
※市民委員会は、公募および産業・福祉・地域代表などから選任された市民委員、学識経験者
で構成され、全市的な復興情報等の共有や事業の進行管理および評価改善を目指して、定期
的に会議を開催しています。

（図1）

　総合戦略は、人口減少を緩和していくための行政運営の基礎となる重要なものです。
　東松島市がどんなまちを目指すのか、それを実現させるためにはどうすればいいのか、
様々な分野にわたって計画を練ったものであり、大きく分けて４つの目標を掲げています。

　東松島市の強みである“仙
台・石巻にアクセス可能な交
通の利便性や自然豊かな住環
境”を磨

みが

きながら、自然・環境
嗜
し こ う

好の都市部住民を本市に
呼び込むため、自然と共存した
まちづくりの新たな強みとして、

「教育が充実しているまち」「子育てしやすいまち」としてのブランド価
値を高めていくなど、本市への定住人口の増加を図ります。

　雇用創出の鍵として、震災復
興を通じて培

つちか

った様々な人 と々
の“絆”と自然と共生した“健康
ライフスタイル”を活かした「観
光業の振興」をはじめ、雇用の
受け皿として成長の余地のある

「農林水産業の６次産業化」、
市内起業に向けた支援体制の構築、少子高齢化に向け地域課題を解決
していくため「コミュニティビジネスの事業化」を推進します。

　婚姻数や出生数の増加を実現
するため、不妊治療の補助等の
経済的支援や、仕事・育児の両立
をサポートする体制整備が必要
です。そのため、子育て支援拠点
施設の整備、保育士の確保等の
取り組みにより、子育て支援体制
のさらなる充実を図ります。

　これまで培った「市民協働」
や「環境未来都市構想」など、
中長期的にまちの実力向上を
図るため、各市民センター等を
核として地域コミュニティのさ
らなる強化を図るほか、地域新

電力事業やスマート防災エコタウン事業の実績を活かした持続可能で
安心・安全なまちづくりの取り組みを推進します。

　本市の地方創生をよりよく推進していくためには、全国の方々に“東松島市”を知ってもらうことが大切です。それぞれの地域における特色の
ある取り組みを活かしつつ、多くの地域人材が地方創生の取り組みに参画してもらうことで、様々な人が集まります。また、良いアイデアが生み
出され、新しい働き方の創出や本市への新たな人の流れにつなげていくことで、誰もがずっと住み続けたい東松島市を目指していきます。
　次ページより、地方創生を推進するための現在の主な取り組みを紹介します。

 地方創生とは…  東松島市
 人口ビジョン
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東松島市の地方創生に向けて
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～未来のまちを市全体で創り上げる～
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時代に合った地域をつくり、安全・安心な暮らしを守る若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

■地方創生全般に関する問　総務部地方創生推進室　☎内線1239・1225・1266



（3） 特集　東松島市における“地方創生”の取り組み ～未来のまちを市全体で創り上げる～市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

　東日本大震災からのハード面の復興は進んでいますが、健康診断の受診率低下
や健康面に関するリスク保有率の上昇、要介護率の上昇など、市民の「心と体の
復興」はまだ道半ばといえます。
　これらの課題を解決するため、市は地方創生の一環として「健康推進のまちづく
りプロジェクト」を推進しています。各市民センターや健康増進センターでは、市民
が一体となった健康づくり（健康・栄養・運動等）を推進しており、市民の健康意識の
向上や、重症化予防、介護予防による健康寿命の延伸を図っています。

　市民のみなさんに健康でよりよい生活を送ってもらうため、市
は「健康21計画」を実施してきました。計画では、皆さん自身が
「地域資源」として輝くため、「より良く価値ある日 を々生きると
いう『連鎖の構造』」を組み込み、保健事業を加速・充実させて
いくことが必要となります。この手段として、市では平成30年度
中に「市健康ポイント計画」の策定を見込んでいるほか、地場
産品を活用した「健康な食事」実践事業を一層推進していく方
針です。
　食と健康への関心を高めてもらうためのイベントとして、２月
24日（土）10時から市コミュニティセンターで「第２回ひがしま
つしま食べメッセ」を実施します。食に関する作品展示や各種
体験コーナー、地場産品販売や試食コーナーなど盛りだくさん
の内容で繰り広げます。皆さん、ぜひ足を運んでください。
■問　健康推進課健康支援班　☎内線３１０１

 保健事業の充実と加速に向けて

新宮戸八景物語
絵本と紙芝居で
魅力紹介

Topics

心と体の復興に向けて
「健康推進のまち」事業を展開

ツール・ド・東北で交流
多彩な観光資源をアピール

健康推進のまちづくりプロジェクト

　全国的に高齢化が進む中、本市でも65歳以上の高齢者の割合が大幅に増加しています。加えて
健康診断受診率の低下や、健康面に関する各種リスク保有率の上昇、要介護者数の増加が見ら
れ、公共の経済である市財政を切迫しています。この状況が進むと行政サービスは低下し、地域経
済が継続的に縮小していく「負のスパイラル」の発生が懸

け ね ん

念されます。
　これら構造的課題の解決に向け、市は「健康推進のまち」事業を展開しています。これは皆さん自
身の理想とする生き方と健康の追求が実現できるようにすることを目的としています（健康21計画
改定(案）体系図参照）。
　この事業は、①健康獲得のための行動を促す制度「（仮）
健康ポイント制度」の構築、②健康獲得のノウハウ研究、③
市健康増進センター機能強化―の３業務で構成しています。
　中でも①の関連事業として、昨年から「ＩＣＴ技術を利用し
た栄養および運動指導」を国立研究開発法人 国立国際医
療研究センターと共同で実施しています。
　事業では、スマートフォンのカメラとアプリを利用し、毎食を
撮影・記録しながら摂取カロリーや運動状況を管理します。こ
の状況はスマートフォンを通じてデータセンターに送られ、そ
れに対して医師や管理栄養士などの専門家から参加者へ個
別のアドバイスがもらえます。ＩＣＴを利用し、専門家と双方向
で情報交換ができる画期的なシステムの実験を行っていると
ころです。

 『健康推進のまち』の推進に向けて

▲スマートフォンのアプリを使って毎食
を撮影・記録。医師などの専門家から
個別のアドバイスをもらえる画期的な
システムの運用実験にも取り組んで
います

活躍の場の提供等による
自身の価値を確認

健康実現のための身体
ケアや健康診断受診

より良く生きるための
手段として健康を追求

より良く価値ある人間
として生きたい

壮年期・高齢期からの
健康づくり

ストレス解消・休養

次世代を担う世代の
健康増進

喫煙

歯と口腔の健康

栄養・食生活

健康管理

健康21計画改定（案）体系図

健康への関心と話題が集中するような
新しい仕組み

～運動や改善行動と経済活動が
　　　合体した市民が実感しやすい新制度～

身体活動・運動

　東松島市では、豊かな自然資源と観光資源を活用した観光事業に力を入れ、地方創生につなげて
います。観光は、地域資源や暮らしなどを結びつける裾

す そ の

野が広い総合産業であり、魅力発信を通して
集客につなげられるエンジンでもあります。
　昨年９月に行われた「ツール・ド・東北２０１７」では、新設「奥松島グループライド＆ハイキング」コース

（約70キロメートル）が導入され、多くのライダーが参加しました。同コースは途中のポイントで自転車を
降りて大高森にハイキングを楽しんだり、震災遺構のＪＲ旧野蒜駅に立ち寄って東松島市震災復興伝承
館の見学や、当時の状況を聞いたりするなど“ライド”と“観光”そして“震災伝承”の要素を織り交ぜて
います。
　大高森ハイキングでは、奥松島観光ボランティアの会の皆さんが展望台から望む奥松島の絶景を
紹介しました。また出場者の皆さんは休憩ポイントの宮戸地区復興再生多目的施設「セルコホームあ

おみな」も訪れ、渥美市長から、昼食のサラダのりうどんが
ライダーに振る舞われ、地域の〝味力〟を発信しました。市
は来年度もツール・ド・東北に関わりながら、地域の魅力を
発信する観光事業に注力していく方針です。今後も地域
資源を有効に活用し、地方創生につなげていきます。

　大高森や新浜岬などの景
けいしょうち

勝地や地区に残る伝承を紹
介するツールとして、昨年、「新宮戸八景物語」が完成しま
した。物語は絵本と紙芝居が作られ、観光イベントや各種
講座などで活用されています。
　これは宮戸コミュニティ推進協議会が平成21年に選定
した「新宮戸八景」をモチーフにしたもので、絵本や紙芝
居は観光物産協会などが手がけました。伊達政宗が眼病
の平

へ い ゆ

癒を祈願した仏が眠る「医
い お う じ

王寺薬
や く し ど う

師堂」や、津波の
教訓を伝える「さとはま縄文の里史跡公園」など８話の短
編で構成されています。八景物語が完成したことにより、国
内外への情報発信が可能になったほか、宮戸地区の知名
度や魅力の高まりなどが期待されています。

▲大高森から望む絶景を紹介する奥松島
観光ボランティアの会の皆さん

■問　商工観光課観光政策室　☎内線2167
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　地方では人口減少により経済縮小が進んでいくと見込まれていま
す。そうした中、地域を維持し、元気にしていくための鍵

かぎ

となるのが地
域外から人が訪れることの経済効果。国外マーケットまでを視野に入
れた観光、交流人口の増加です。
　ただ、地方創生に向け観光を推進していくときに、各自治体単独のこ
れまでの方法では十分ではありません。そこで、自治体間で連携し、広
域としてより強力に売り込んでいく必要があります。そのとりまとめ役
がＤＭＯなのです。ＤＭＯは観光庁が平成27年度に制度として立ち上
げており、私が代表理事を務める「一般社団法人石巻圏観光推進機構
（石巻圏ＤＭＯ）」は、東松島市をはじめとする圏域２市１町の行政と観
光協会などにより、平成29年４月に設立しました。
　初年度は調査・準備の期間として、各地の魅力を見つめ直し、それ
をいかに組み合わせて磨

みが

いていけるかを協議してきました。構成メン
バーが広域の視点から、さらなる地域の可能性を実感できたことは大
きな収穫です。
　東松島市には、野蒜築港や航空自衛隊松島基地、野蒜から宮戸にかけての景観など多くの魅力があり、活用方
法は幅広くあります。さらに調査の中で、山道や洞

どうくつ

窟、現在は使われていない生活道路など、地元の人が気にとめ
ていなかったものにも、面白さを見出すことができました。
　国の補助が受けられるのは５年間で、平成30年度以降はこれまで準備してきたことを、ツアープランの企画・販
売、プロモーション活動などとして事業化し、結果に表していくことが求められます。

　ただ、私たちの役割の中心は各地の魅力を横につなぐこと
で、深く掘り起こしていくのは各観光協会の仕事です。また、観
光推進で最も大事なのは、住民の皆さんが「我がまちが好きだ」
と思うこと。観光で成功するまちは、市民の一人一人が目を輝か
せて地域の良さを紹介することができます。
　広域でつなぐことで、今後いろいろと“面白いこと”ができま
す。まずは地域の皆さんに地元の魅力を知ってもらい、そうした
取り組みにプレーヤーとして参加してもらえればと思います。

　コミュニティ・スクール（以下ＣＳ）とは、学校と
保護者、地域の皆さんが知恵を出し合い、学校
運営に意見を反映させることで、協働で子ども
たちの豊かな成長を支え「地域とともにある学
校づくり」を進める取り組みです。
　鳴瀬未来中学校は３年前、県内で初めてＣＳ
の指定を受けました。地域住民の皆さんと、保
護者の皆さん、そして学校が協働で子どもたち
を育むことで、全員の心に当事者意識が芽生え、

「みんなで鳴瀬未来中学校を良い学校にしていこう」という機運が高まったように思います。
　ＣＳで大切なことは、地域の皆さんに「学校は地域で力を合わせ作り上げていくものだ」と理解し、広めても
らうことだと考えます。
　例えば他人の家に対しては「ここの家具をこうしたらいいのに…」など、心の中で思ってもなかなか口には
出せませんよね。でも自分の家のことなら、より良く住むためにいろいろと考えるし、行動も起こします。ＣＳも
それと同じようなものです。地域の皆さんが自分たちの地域にある学校をより良くするために遠慮なく意見
を出し合い、一緒に前に進んでいくことが大切なのです。
　鳴瀬未来中学校では昨年秋に「職業人の話を聞く会」を実施しました。地域で活躍する皆さんに講師をお
願いして各職種の魅力や、やりがいなどを語っていただくもので、生徒たちの職業観や愛郷心を育

はぐく

むきっか
けになりました。ご協力いただいた地域の皆さんには感謝の思いです。また、今年１月には野蒜地区に新校舎
が落成しました。旧鳴瀬一中学校と旧鳴瀬二中学校の両学区の皆さんの思いが一つになり、成し遂げられた
移転だったと感じます。
　ＣＳは市内各地で始まったばかりの取り組みです。各学校の特色や地域性を活かした活動を展開していく
のが一番だと思います。「これをやらなければいけない」という決まりはありません。ＣＳにおいては、地域、保
護者、学校、生徒それぞれが主役です。互いに手を携

たずさ

え、時間をかけて、地域に合った学校を作り上げていっ
てほしいです。

一般社団法人
石巻圏観光推進機構（石巻圏ＤＭＯ）

後
ご と う

藤 宗
む ね の り

徳代表理事

鳴瀬未来中学校

伊
い と う

東 毅
た か ひ ろ

浩 校長

魅
力
発
信
し
て
観
光
振
興

皆
で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

住民一人一人が
案内役に

地域の特色
生かした運営を

地域資源を活かした石巻圏観光の推進

郷土愛を育むキャリア教育に向けて



（5） 特集　東松島市における“地方創生”の取り組み ～未来のまちを市全体で創り上げる～市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

【事業内容】
　これまで東松島市は、復興まちづくりに関する視察研修を積極的
に受け入れてきました。今後も、海外からの視察研修のニーズ増加
や、国内企業からのボランティアを兼ねた視察研修が見込まれてお
り、多様な目的に応じた視察メニューの提供に加え、外国語通訳の
確保・育成や震災の風化を防ぎ、復興の取り
組みを後世に伝えるための環境整備が急務
となっています。
　本プロジェクトでは、国内外から視察研修
などの円滑な受け入れのため、研修目的に応
じた視察ルート提供の確立や震災スタディツ
アーの魅力づくりなどにより、新しい人の流
れや地域の仕事づくりに役立つ環境整備を
行うこととしています。
　平成２８年度は、東松島市震災復興伝承館
やその周辺地域の環境整備（外国語併記の案
内板、ベンチなどの設置）を実施しました。平
成２９年度においてもこれらに加え、震災スタ
ディツアーの運営体制の構築を行っています。

　地方創生の取り組みを加速化させる視点から、地方公共団体による地方
創生のプロジェクトに対し、企業の皆さんが寄附を行った場合に税額控除
がなされる制度です。

【税額控除の内容】
　国が認定した地方創生のプロジェクトに対して寄附を行った場合、寄附額
の３割に相当する額の税額控除の特例措置がなされます。
　現行の地方公共団体に対する法人の寄附に係る損金算入措置による軽
減効果（約３割）と合わせて、寄附額の約６割に相当する額が軽減されます。

【寄附の条件等】
・寄附額の下限額は、10万円となります。
・本社（税制上の主たる事業所または事務所）が東松島市にない法人が対
　象となります。
※平成29年度につきましても、引き続き、企業の皆さまの温かいご支援
　を心よりお待ちしています。

住　　所：東松島市矢本字大溜９-１
電話番号：（0225）84-2676
開所日時：月曜日～金曜日　９時～１６時
　　　　（相談９時～１７時）

住　　所：東松島市小野字新宮前５
電話番号：（0225）87-2338
開所日時：月曜日～木曜日　９時～１６時　　　　　　
　　　　（相談９時～１７時）

【事業内容】
　東松島市の子育て支援施設については備品の不足や老朽化など
の問題が生じており、また震災の影響で子どもたちの遊ぶ拠点が失
われたことなどから、安全・安心な遊び場を確保し、子育て世代が利
用しやすいコミュニケーションを取れる空間の整備が差し迫って重
要な課題となっています。
　本プロジェクトでは、子育て世代が安心して子どもを育て、子ども
が成長していける環境づくりのため、親子・子育て世代同士が利用し
やすく、親子がコミュニケーションを取れる空間を形成し、本市で子
育てしたい世帯の転入を促進させる環境整備を進めることとしてい
ます。
　平成２８年度は遊具や絵本をはじめとする備品の補充を実施しま
した。平成２９年度においても、親子がコミュニケーションを取れる空
間として東

あずまや

屋や遊具の整備、備品の補充のほか、ホームページ等を
活用した子育てに関する情報発信の強化に取り組んでいきます。

視察研修などの担当者の声（HOPE）

矢本子育て支援センター“ほっとふる”

鳴瀬子育て支援センター“あいあい”

“絆交流”から育
はぐく

む
 観光地域づくりプロジェクト

子ども・子育て応援プロジェクト

▲

東松島市の地域の魅力を再発見
するため、市民の皆さんと幅広く
意見交換が行われました

◀震災スタディツアーで震災
復興伝承館を見学

企業版ふるさと納税を活用した事業の紹介

子育て支援施設利用者からの声
●遠くからでも見えるアンパンマンの遊具のおかげで、初めてのところを怖が
る子どもが、すんなりと入ることができました。子どもにとって“楽しいところ”
だというイメージを持てるのだと思います。●外遊びできる支援センターは
近隣になく、子どもが走り回って楽しめるのが良いところ。●冬や悪天候でも
身体を動かせるような大型遊具のある屋内施設があればうれしいです。

◎東松島市の子育て支援施設について

企業版ふるさと納税とは

■企業版ふるさと納税に関する問合せ先　総務部地方創生推進室　☎内線1239・1225・1266

※企業が地方公共団体に寄附する場合は、その全額が損金算入されるため、寄附額の約3割は（法人実行税率）相当額の税の軽減効果がある。　
（出展）内閣府「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税)活用の手引き」

税制措置のイメージ
寄附額

損金算入による軽減効果
（約3割）※
国税+地方税

税額控除
企業負担金（約 4割）（2 割）

法人住民税 + 法人税
（1 割）

法人事業税

　これまでJICA研修受入の研修員など、震災復興の様子を学びたいと
いう諸外国からの多くの訪問団を受け入れ、現地視察の案内などをして
きましたが、日本語表記しかないことは大きなネックとなっていました。こ
れらの案内板を活用して、短い滞在時間のなかでも、より理解を深めても
らえるよう取り組んでいきます。
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平成30年度採用 市臨時・非常勤職員の募集
■対象・資格　共通：心身ともに健康で、市税など滞納のない方。職種に必要な資格などについては、
　下記の表のとおり
■勤務内容・雇用期間・募集締切　下記の表のとおり

■勤務時間　勤務時間および勤務日数は事業ごとに異なります。※下記の表のとおり。
■賃金　事業・職種ごとに賃金額や社会保険の有無が異なります。※下記の表のとおり。
■募集人員　事業・職種ごとに募集人員が異なります。※下記の表のとおり。 
■申し込み　履歴書(本人自筆・写真貼付)を、各事業の申込先に提出してください。職種によっては、資
　 格を有する証明書類の写しの提出を添付する場合もありますので、詳しくは申込先で確認してください。

※注　一定の条件を満たした場合、社会保険に加入します。詳しくは申込先で確認してください。
※この募集による任用（採用）にあたっては、当該任用に係る平成30年度東松島市当初予算の成立を条件としています。そのため、予算成立の状況によっては本募集条件の変更または任用しない場合があります。なお、正式な任用内定は予算成立後となりますので、あらかじめご

了承ください。また、非常勤職員のうち、新規職種、金額変更などがある場合は、前段に加え、東松島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成17年東松島市条例第37号）の一部改正条例について、東松島市議会の議決を条件とするものです。

№ 募集する職種 業務内容
1日あたり

の
勤務時間

予定 
人数

賃金（時給）	
※月額などの場合は
その旨を別途記載

雇用期間（平成30年度）
資格
の

有無
特記事項

社会
保険

の有無
募集締切 問・申し込み

1 文書分類及び電話交換手 市全般の業務を把握し文書の分類・送付を行う業務、市窓口と
しての電話応対・取次ぎを行う業務、郵送管理業務など

7時間
もしくは
7時間45分

4 780円 4月1日～9月30日　休日・夜間勤務:なし
勤務形態:週4日、8時30分～17時15分の間のシフト制 無 パソコン操作

（ワード、エクセル）経験者
無(雇用
保険有) 2月9日(金) 総務課総務班

☎内線1205

2 臨時事務補助員 地域コミュニティ支援事業の事務補助 7時間 1 780円 4月1日～9月30日　週28時間以内の勤務。
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無 パソコン操作

（ワード、エクセル）経験者
無（雇用
保険有） 2月13日(火)

市民協働課
協働推進班
☎内線1283

3 臨時事務補助員 震災に関連する各種事務手続きなどの事務補助 7時間 1 780円 ４月１日～９月３０日　週４日勤務 無 パソコン操作
（ワード、エクセル）経験者

無（雇用
保険有） 2月13日(火)

復興都市計画課
都市整備班
☎内線1475

4 震災窓口相談員 震災窓口相談、震災支援各種申請受付、事務補助 5～6時間 3 780円 4月１日～9月30日　週28時間以内の勤務
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無 パソコン操作（ワード、エクセル）経験者、

震災支援制度などに精通している方
無(雇用
保険有) 2月13日(火)

生活再建支援課
生活再建支援班
☎内線1493

5 レセプト点検専門員 診療報酬明細書（レセプト）の請求内容の点検および過誤調整など 5時間 4 月額100,000円 雇用期間:4月1日～平成29年3月31日　週25時間以内の勤務 有 医療事務 有 2月9日（金）
市民課
保険年金班
☎内線1332

6 事務補助員 収納を推進するための事務補助 7時間45分 1 780円 4月1日～9月30日　週５日勤務 無 パソコン操作
	（ワード、エクセル）経験者

有 2月13日(火)
収納対策課
収納対策班
☎内線11437 嘱託収納員 自家用車を利用し、未納市税および税外収入金の訪問収納 5時間 3

月給70,000円
および能力給

（取扱件数による歩合）
4月1日～平成31年3月31日	週５日勤務
※訪問先の都合により夜間勤務の場合あり。 有

自動車運転免許
パソコン操作
（ワード、エクセル）経験者

8 事務補助員 狂犬病予防集合注射受付、データ整理 7時間45分 1 780円 5月1日～5月31日のうち7日間勤務（土日・祝日を除く） 無 パソコン操作	（ワード、エクセル）経験者 無 2月13日(火) 環境課環境班
☎内線1153

9 医療レセプト点検専門員 生活保護受給者の医療レセプトの点検関連事務 6時間 1 950円 4月1日～9月30日　9時～16時	週18時間を超えない範囲
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無

診療報酬の審査支払機関または医療
保険者において、レセプトの審査または
点検の経験があり、パソコン操作（ワード、
エクセル）経験者

無 2月13日(火)
福祉課
生活保護班
☎内線1193

10 臨時事務補助員 総合事業対象者把握などの事務補助 7時間 1 780円 4月1日～9月30日　週28時間以内
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無 パソコン操作	（ワード、エクセル）経験者

介護保険制度に精通している方
無(雇用
保険有) 2月13日(火)

福祉課
高齢介護班
☎内線1454

11 被災者健康支援臨時看護師
仮設住宅および災害公営住宅入居者の健康状態の把握、
保健指導、健康相談対応 6時間 1 1,090円

4月1日～9月30日　週24時間以内
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。

有
看護師免許
※資格証明書類の写しを提出。
普通自動車運転免許(AT限定も可)。

有

2月13日（火）
健康推進課
健康推進班
☎内線310212 被災者健康支援臨時事務補助員

被災者の健康支援に関する相談業務全般の補助及び各種
健診業務全般の補助 6時間 2 780円 無 パソコン操作

（ワード、エクセル）経験者
無(雇用
保険有)

13 臨時保健師 保健福祉全般に係る相談支援業務及び事務補助 5時間 1 1,350円 有 保健師免許	※資格証明書類の写しを提
出。普通自動車運転免許(AT限定も可)

有
※注

14 保育所臨時保育士 児童の保育 7時間45分 10 月額175,000円 4月1日～9月30日　週５日勤務(月～土曜日）
シフト制（早・遅番有り）　※通勤手当支給あり。 有 保育士資格	※保育士証の写しを提出。 有

2月9日(金)
子育て支援課
保育班
☎内線1182

15 保育所臨時延長保育士 児童の保育(延長保育) 4時間 5 1,130円 4月1日～9月30日　週5日勤務(月～金曜日）
14時45分～19時　※通勤手当支給あり。 有 保育士資格	※保育士証の写しを提出。 有

※注
16 保育所臨時保育補助員 児童の保育補助業務 7時間45分 12 800円

4月1日～9月30日　週５日勤務(月～土曜日）シフト制 無

有

17 保育所臨時業務員 保育所内の清掃や調理業務等 7時間45分 13 800円

18 保育所嘱託調理員 保育所給食の調理業務 7時間 7 月額140,000円 4月1日～平成31年3月31日
週５日勤務(月～土曜日） 有 調理士免許

※資格証明書類の写しを提出。

19 放課後児童クラブ指導専門員 放課後児童クラブにおける支援員等および保護者からの相談助言、
支援員等の資質向上のための指導助言など 7時間 1 月額154,000円 4月1日～平成31年3月31日	

週５日勤務(月～金曜日）シフト制 有 保育士・教員免許など

20 子育て支援センター臨時指導員 センター運営や子育てに関する相談指導業務 7時間45分 2 月額145,500円 4月1日～9月30日　週5日勤務(月～金曜日）
※月1回程度、土曜日に出勤する場合あり。 有 保育士資格、幼稚園教諭・教員免許

※資格証明書類の写しを提出。

21 子育て支援センター臨時指導員助手（有資格者） センター運営や子育てに関する相談指導助手業務 5時間
2

950円

4月1日～9月30日　週5日勤務(月～金曜日）
※月1回程度、土曜日に出勤する場合あり。

有 保育士資格、幼稚園教諭・教員免許
※資格証明書類の写しを提出。

有
※注

22 子育て支援センター臨時指導員助手（無資格者） センター運営や子育てに関する相談指導助手業務 5時間 780円 無 パソコン操作（ワード、エクセル）経験者

23 ファミリーサポートセンターアドバイザー
ファミリーサポートセンター事業の制度啓発、会員の登録、
会員の研修事業等の運営業務 5時間 1 950円 有

保育士資格または幼稚園教諭免許
※資格証明書類の写しを提出。
パソコン操作（ワード、エクセル）経験者

24 放課後児童クラブ支援員（有資格者） 児童の保育 ①5時間
②7時間30分 25 900円

4月1日～9月30日
シフト制
（①月～金曜日	5時間	②土曜日および春、夏、冬休み7時間30分）

有
２年以上放課後児童クラブ従事経験
（他市町村含む）又は、保育士・社会
福祉士・教員免許のいずれか

25 放課後児童クラブ補助員（無資格者） 児童の保育 ①5時間
②7時間30分 15 850円

4月1日～9月30日
シフト制
（①月～金曜日	5時間	②土曜日および春、夏、冬休み7時間30分） 無

26 事務補助員 窓口対応業務および事務補助業務 7時間45分 1 780円 4月1日～9月30日
週５日勤務(月～金曜日） 有

27 臨時事務補助員 震災関連事業の事務補助およびデータ入力作業など ５～７時間 1 780円
4月1日～9月30日
週５日(月～金曜日)２８時間以内勤務
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。

無 パソコン操作
（ワード、エクセル）経験者

無(雇用
保険有) 2月13日(火) 建設課建設総務班

☎内線2221

28 臨時道路補修作業員 市道の簡易な維持修繕作業及び除草作業 7時間45分 2 １，１３０円 4月1日～9月30日　週５日勤務(月～金曜日)
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 有 普通自動車免許 有 2月13日(火) 建設課建設総務班

☎内線2221

29 事務補助員 下水道関連事業の事務補助およびデータ入力作業など 5時間 1 780円 4月1日～9月30日　週28時間以内勤務
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無 パソコン操作

（ワード、エクセル）経験者
無（雇用
保険有） 2月13日(火) 下水道課経営班

☎内線2232

30 事務補助員 震災関連事業の事務補助、データ入力作業など 5～6時間 3 780円 4月1日～9月30日　週28時間以内勤務
※期間満了後に平成31年3月31日まで最大6カ月更新する場合あり。 無 パソコン操作

（ワード、エクセル）経験者
無（雇用
保険有） 2月13日(火)

農林水産課
農政班
☎内線2143

31
幼稚園臨時教諭

幼稚園での保育（クラス担任） 7時間45分 1 月額180,000円 4月1日～9月30日　週５日勤務 有 幼稚園教諭免許状(免許状の写しを提出。)
有
※注

2月13日(火)
学校教育課
学校教育班
☎内線１２５２

32 幼稚園での保育補助 5時間 1 1,050円 4月1日～9月30日　週５日勤務
（長期休業日は原則休み） 有 幼稚園教諭免許状(免許状の写しを提出。)

33 臨時教員補助員 幼稚園での保育補助・事務補助 5時間 2 850円 4月1日～9月30日　週５日勤務
（長期休業日は原則休み） 無 無(雇用

保険有)
34 幼稚園用務員 園舎内外の環境整備、修繕、管理業務等 7時間45分 1 800円

4月1日～9月30日　週５日勤務、月170時間以内
無

有
35 小学校用務員 校舎内外の環境整備、修繕、管理業務 7時間45分 3 月額162,300円	 有 普通自動車運免許必須
36 小学校学校補助員 学校補助業務（配食準備、後片付け、清掃、事務補助ほか） 4時間 4 780円

4月1日～9月30日　週５日勤務
（長期休業日は原則休み） 無 無(雇用

保険有)
37 中学校学校補助員 学校補助業務（配食準備、後片付け、清掃、事務補助ほか） 4時間 2 780円
38 小学校特別支援教育支援員 小学校での特別に配慮を要する児童の学習・生活支援 5時間 22 850円
39 中学校特別支援教育支援員 中学校での特別に配慮を要する生徒の学習・生活支援 5時間 6 850円

40 学校相談員 生徒指導上の諸問題に関する相談対応、不登校の子ども・
保護者への相談・支援、教員への支援業務等 6時間 3 1,190円 4月1日～9月30日　週3日勤務 有 学校教育関係の経験を10年以上有し

カウンセリング等の実践経験を持つ者 無

41 事務補助員 窓口対応業務及び事務補助業務等 7時間 1 780円

4月1日～9月30日　週4日勤務

無 無(雇用
保険有)

42 学校図書館臨時職員 資料の整理・貸出・補修や装備、選書（受入～廃棄）の補助業務。 5時間 6 850円 無
司書有資格者または本の取扱い経験者・
知識を持った方（本屋・出版社・読み
聞かせボランティアなど）

無(雇用
保険有)

43 心のケアハウス学び支援員（有資格者）
不登校傾向にある児童生徒への初期対応や、不登校にある児童
生徒への、学習支援、心のケア、早期学校復帰支援等 6時間 4 1,200円 5月1日～9月30日　週2日程度勤務 有 教員免許状（免許状の写しを提出） 無

44 心のケアハウス学び支援員（無資格者）
不登校傾向にある児童生徒への初期対応や、不登校にある児童
生徒への、学習支援、心のケア、早期学校復帰支援等の補助 6時間 1 850円 5月1日～9月30日　週4日勤務 無 無(雇用

保険有)

45 文化財発掘調査整理員 遺跡発掘調査および出土品測量図面作成等整理業務 6時間 5 860円

4月1日～9月30日　週4日勤務 無

イラストレーター・フォトショップ
操作可能者優遇

無(雇用
保険有) 2月23日（金）

生涯学習課
文化財班
☎内線３３２246 文化財発掘調査作業員・文化財基礎整理作業員 市内遺跡発掘調査の現場作業および出土遺物の基礎整理業務 6時間 2 発掘調査作業	860円

基礎整理作業	780円 体力に自信がある方

47 事務補助員 文化財に関連する各種申請手続きなどの事務補助 6時間 1 780円 パソコン操作（ワード、エクセル）経験者

48 社会体育指導員 市立保育所・幼稚園における幼児の体育指導をはじめとする、社
会体育の指導及び社会体育振興のための企画・運営 7時間 1 月額153,000円

雇用期間：4月1日～平成31年3月31日
週35時間以内の勤務
※土・日曜、祝日、夜間の勤務あり。

有
国の機関が有する体育・スポーツまたはレ
クリエーションに関する資格および普通自
動車運転免許

有 2月16日(金)
生涯学習課
スポーツ振興班
☎内線3320

49 臨時文化財整理員 史跡等保存活用事業および発掘調査等に係る遺物整理等の
専門的技能を要する業務 6時間 6 860円

4月1日～9月30日
※週4日勤務、イベント等で土・日曜日勤務の場合あり。 無 無(雇用

保険有) 2月13日(火)
奥松島縄文村
歴史資料館
☎88-392750 臨時文化財基礎整理員 史跡等保存活用事業係る被災遺跡および発掘調査に係る出土

遺物の基礎整理作業 6時間 4 780円

51 図書館嘱託館長 図書館業務全般における管理運営。生涯学習の読書推進の
振興など。 7時間 1 月額	175,000円

4月1日～平成31年3月31日
※週5日勤務、土・日曜日交代勤務あり。

無 ※司書資格者優遇。
有

2月16日(金)
生涯学習課
図書館
☎内線3401

52 図書館嘱託司書 窓口業務、資料提供アドバイス、児童サービス、図書館資料
収集・整理・保存など 7時間 2 月額	126,000円 有 司書資格	※経験者優遇。

53 図書館事務補助員①②③ 窓口業務、図書館資料収集・整理・保存・公開作業など
①7時間45分
②7時間
③7時間

①1
②1
③6

780円

4月1日～9月30日
①週38時間45分勤務
②週35時間勤務(週5日勤務)
③週28時間勤務(週4日勤務)
※土・日曜日交代勤務あり。

無
窓口業務、パソコン操作に慣れた方

①②有
③無
(雇用保
険有）

54 図書館労務補助員 日常清掃業務や貸出図書のクリーニングなど読書環境
向上の補助 4時間 2 780円 4月1日～9月30日　週16時間（週4日勤務）

※土・日曜日交代勤務あり。 心身ともに健康で体力に自信のある方 無

55 事務補助員 窓口収納業務・歳入歳出調書等仕訳整理業務・歳出調書支払内容
確認・決算書作成などの事務補助 7時間以内 1 780円 雇用期間：4月1日～6月30日　週28時間以内 無 パソコン操作（ワード、エクセル）経験者 無(雇用

保険有) 2月13日（火） 会計課☎内線1111
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東松島市農業委員および東松島市農地利用最適化推進委員を募集します
　平成28年4月1日施行の農業委員会法改正に伴い、市では、農地利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参
入の促進）を推進し、農業振興の向上と委員会活動の活性化を図るため、行動力や熱意のある農業委員と農地利用最適化推進委員を公募します。

■推薦を受ける者および応募者の資格
　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有し、その職
務を適切に行うことができる者で、選任予定日において、次の
要件を満たすものとします。

　(1) 原則として市内に住所を有する方
　(2) 市の職員でない方
　(3) 破産手続きの決定を受けていない方　
　(4) 禁錮以上の刑に処されていない方
　(5) 暴力団員でないこと、またはこれらと密接な関係を有しない方　
■公募の方法

　公募は、「推薦」と「応募」があります。「推薦」の場合は、個
人の推薦（農業者３人以上の推薦者連名）と法人・団体等の推
薦があります。それぞれの届出書等用紙に必要事項を記入し、
封入のうえ、封筒の表に「農業委員会委員応募」と朱書きし、農
業委員会に持参または郵送下さい。（届出書等用紙は農業委員
会にあります。市ホームページからもダウンロードできます。）

■公募期間　2月6日（火）から3月7日（水）まで
■公募締切　3月7日（水）17時必着
■公募状況の公表　被推薦者および応募者に関する情報につい
　ては、市ホームページに公表します。
■選考方法　農業委員は、評価委員会の意見などを踏まえて、市

長が選考し、東松島市議会6月定例会で、議会の同意を得たう
えで選任されます。農地利用最適化推進委員は、評価委員会
の意見などを踏まえて選考し、農業委員会総会の承認を得たう
えで選任されます。

■農業委員の選出の要件
　農業委員の選任においては、認定農業者を過半以上、１人以
上の利害関係者以外（非農家）を登用することになっています。
また、女性や青年の登用促進を図ることとされています。

■問・提出先
　東松島市農業委員会事務局
　〒981-0303　東松島市小野字新宮前5番地
　☎内線2150～2153　FAX：0225-87-3830

■公募の内容

■農地利用最適化推進委員の区域および定数

農業委員 農地利用最適化推進委員

募集人員 １６人 １１人
区域および定数が定められています(下表)

就任日 平成30年7月8日（日）
(市議会の同意議決を得て就任となります)

農業委員会総会の日となります。
(委嘱状が交付されます)

任期 平成30年7月8日から3年間 委嘱の日から農業委員任期満了日
身分 地方公務員法第３条第３項第１項に規定する特別職の地方公務員（非常勤）

主な職務

・農地法および農業経営基盤強化促進法によ
る農地の移動に関する調査および審議・決議
・農地利用の最適化に関する業務
	（農地利用最適化推進委員との連携）
・農家相談業務
・農業委員研修会等への参加

・農地利用の最適化に関する業務
	（具体的には、農地利用の集積・集約化の推
進。遊休農地の発生防止と解消の推進。農地
中間管理事業の利用促進）
	（農業委員との連携）
・推進委員、研修会等への参加

出務日数

・月２回から３回程度（総会・現地調査・農家相
談・パトロール）が基本ですが、審議案件によ
り日数は増えます。（平日の日中が中心です
が、土・日曜、祝日の出務もあります。）

・月２回から３回程度（現地調査・農家相談・パ
トロール）で現場活動が基本です
・委員会の求めによっては、総会への出席があ
ります

報酬 「東松島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」の規定により支給
その他 農業委員と農地利用最適化推進委員の両方の推薦・応募可。ただし、兼務不可。

地　域 区　域 定　数
矢本地区 大字矢本、あおいの域内 1人
小松地区 大字小松の域内 1人
大曲地区 大字大曲の域内 1人
赤井地区 大字赤井の域内 1人
大塩地区 大字大塩の域内 2人

小野地区
大字小野、大字牛網、大字浜市の域内 1人
大字根古、大字高松、大字新田、大字西福田の域内 1人
大字川下、大字上下堤の域内 1人

野蒜地区 大字浅井、大字野蒜、大字大塚、新東名、野蒜ケ丘の域内 1人
宮戸地区 大字宮戸の域内 1人

地域活性化の一助に
　昨年９月に野蒜地区で開所した農産物
栽培施設「幸

さ ち み
満つる郷

さと
ＫＤＤＩエボルバ野

蒜」で主任を務めています。障がいのある人
や高齢者の方々の雇用創出を目指した施設
であり、私は主に従業員の皆さんのサポー
トや労務管理をはじめ、行政とのパイプ役
を担

にな
っています。

　石巻市出身なので、同じ石巻地方の東松
島市で活躍する機会をいただけたことは感
慨深く思います。従業員の皆さんが安心安
全に働ける職場環境を作り、農産物販売を
通して地域活性化のお役に立ちたいです。

㈱KDDIエボルバから派遣

門
も ん ま

間 敬
よ し ひ ろ

弘さん 34 歳

東松島みらいとし機構（HOPE）

長期派遣職員の紹介

東松島の復興を
応援します

●長期派遣職員の皆さんは、「桜色（ピンク）」の
　リード（ひも）がついた名札を着用しています。
※平成29年度は、62人の方々に派遣職員として
　尽力していただいています。

ＩＣＴで復興サポート
　昨年６月から市内の学校でＩＣＴ（情報
通信に関する技術）の復興支援業務を行っ
ています。前職での業務経験を生かして役
に立ちたいと派遣職員に応募しました。妻
が東松島市出身で市内には親戚も多く、と
ても身近に感じます。
　自宅は七

しちがはま
ヶ浜町にあり、東日本大震災の津

波で大きな被害を受けました。被災地では人
それぞれに思いがあると思います。同じ境遇を
経験した者として、業務を通して心の復興の一
助になれればと思っています。

復興庁宮城復興局から派遣

加
か と う

藤 浩
こ う や

也さん 63 歳

学校教育課

巡ってきた支援のチャンス
　東日本大震災発生後、日本が一体となり復
興を目指す姿を見て、当時大学４年生だった
私も何かの役に立ちたいと考えていました。昨
年、小

お や べ

矢部市に初めて派遣の話が舞い込み、
復興に携

たずさ

われる二度とないチャンスだと思い
志願しました。下水道函

かんきょ

渠工事の監督業務を
担
にな

い、毎日、本当に貴重な経験をさせていただ
いています。
　太平洋側の東松島市は海の幸がおいしく日
本酒も最高で、とても魅力的です。そんな素敵
なまちの復興のために、少しでも役に立てるよ
うに努めていきます。

富山県小
お や べ

矢部市から派遣

上
う え は ら

原 雅
ま さ し

司さん ２8 歳

下水道課
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

空間放射線線量率調査結果（市役所西側通用口付近 地上1m:午前8時現在）
測定月日 1月18日 1月19日 1月20日 1月21日 1月22日 1月23日
測定値（単位:μSv/h） 0.030 0.030 0.030 0.030 0.029 0.026

　市では現在、市役所本庁舎西側通用口付近に、国の放射線測定可搬式モニ
タリングポストを設置していることから、この測定結果を掲載します。

※原子力規制委員会のホームページでリアルタイムの測定結果を公表しています。
　URL:http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
■問　環境課環境班　☎内線1153

東松島市内の放射線測定

復興状況見学　参加者募集
■日時　3月11日（日）10時～13時30分
■見学内容　宮戸地区復興再生多目的施設「セルコホームあおみな」、震

災復興伝承館、震災復興祈念公園周辺、大曲浜移転元地（車窓）、あお
い地区（車窓）などを市バスで見学後、追悼式会場に向かいます

■集合場所　市民体育館
■対象　平成30年東日本大震災東松島市追悼式に参加される方
■定員　20人（子ども含む）　※定員になり次第締め切り。
※応募者数が14人以下の場合には中止になります。
■参加料　昼食代 850円
■募集期間　2月5日（月）まで
■問・申し込み　総務課秘書広報班　☎内線1212・1216・1219

　図書館では、宮城県文化振興財団と、昨年の秋か
ら朗読講座を共催してきました。自分で楽しむ朗読か
ら相手に届ける、伝わる朗読を目指して学んできた成
果を朗読リサイタルとして発表します。
　台本構成は、講座の講師でありアナウンサーとして
活躍している渡

わたなべ

辺祥
しょうこ

子さん。賛助出演としてギタリス
トとして全国で活躍している佐

さ と う

藤正
まさたか

隆さんが音の演
出で華を添えてくれます。ぜひ朗読とギターの演奏に
耳を傾けてみませんか。
■日時　2月3日(土)14時開演
※開場：13時30分。
■場所　市コミュニティセンターホール

　「おはなしクレヨン」の主宰で、長年にわたり東京の図書館や小学校で、読
み聞かせの活動に携

たずさ

わっている竹
たけなわ

縄妙
た え こ

子氏を招いて、パネルシアターの講
座を開催します。前半は未就学児の親子を対象とした楽しいおはなし会。後
半は布で作った人形を専用ボードに貼ったり外したりしながら、おはなしをした
り、歌に合わせたパネルシアターの演じ方を学びます。関心のある方はぜひ
お越しください。
■日時　2月19日(月)13時30分～15時
　①親子で楽しむパネルシアターおはなし会：13時30分～14時30分
　②パネルシアター講習会：14時30分～15時
■場所　矢本東市民センター会議室
■定員　①親子20組　②30人
■対象　①未就学児の親子　②パネルシアターに関心のある方
■講師　竹

た け な わ

縄妙
た え こ

子氏（｢おはなしクレヨン」主宰｣）
■主催　読み聞かせボランティア「おはなしのはなたば」
■問　東松島市図書館　☎82-1120

図書館からのお知らせ

○いよいよ目前にせまる
　｢朗読講座｣受講生による朗読リサイタル｢声、いのちからいのちへ｣

○「楽しいパネルシアター講座」

　市では、東日本大震災により被災した住宅の再建支援事業を実施してい
ます。平成29年度の申請受付は、2月28日（水）で終了となります。平成30年
度の申請受付開始日については、市報3月号でお知らせします。

　被災者生活再建支援制度は、平成23年の東日本大震災により居住する
住宅の被害程度に応じて支給される基礎支援金と、住宅の再建方法に応じ
て支給される加算支援金があります。
■申請期限
●基礎支援金：平成３０年４月１０日で申請受付が終了となります。
●加算支援金：平成３１年４月１０日まで１年間の延長となりました。
※支給の対象や申請に必要な書類など詳しい内容は問い合わせください。
■問　生活再建支援課生活再建支援班　☎内線1492

東松島市被災住宅再建支援事業
～申請期限のお知らせ～≪２月２８日（水）まで≫

被災者生活再建支援制度
～基礎支援金受付終了と加算支援金延長のお知らせ～

市民フォーラム
～今後３年間の復興まちづくりで大切にしたいこと～　開催

　平成２３年度に策定した、「東松島市復興まちづくり計画」の計画期間が残す
ところ３年となります。これまでの復興まちづくりの進捗状況等を共有するととも
に、東松島市の将来を見据え、地域の課題や今後３年間で特に大切にしたいこ
と、これからの方向性について市民の皆さんとともに考え、共有する機会として
市民フォーラムを開催します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
■日時　２月２１日（水）１８時３０分～２０時３０分　※開場：１8時。
■場所　市コミュニティセンター１階ホール
■主催　東松島市・東松島市復興まちづくり計画市民委員会
■問　復興政策課復興政策班　☎内線１２４１

　

　平成29年度の補助金交付申請の受付は、下記の期限をもって締め切り
ますので、申請する方は早めに手続きを済ませるようお願いします。
　なお、補助基準など詳しい内容は、下記まで問い合わせください。
■受付期限　2月28日（水）
※申請受付は対象システム設置後です。なお、申請額が予算総額に達し
　た場合は、期間途中でも受付を終了しますのでご了承ください。
■交付対象者…次の要件のすべてを満たしていること
①東日本大震災で被災(東松島市外で被災した場合も含む)し、り災証
　明書などの交付を受けている市民および事業者
②平成23年3月12日以降に対象システムを、自らが居住し住所を有する　
　市内の住宅（店舗併用住宅を含む）または自らが設置場所を所有する
　市内の事業所に設置する
③市税など滞納していない
④東松島市太陽光発電普及促進事業補助金（平成22・23年度）の交付を
　受けていない
※申請回数は同一の対象システムにつき1回限り。
■申請書類
※申請書類などは、内容を一部改正していますので、環境課窓口または
　市のホームページから平成29年度版を入手して使用してください。
■問・申し込み　環境課環境班　☎内線1152

東松島市被災家屋等における
太陽光発電等導入促進事業補助金

交付申請受付の締切期限は2月28日（水）まで

エンジョイ！かんきょうライフ
今月の分別パート9：「ガラス・陶磁器類」の出し方

　ガラス・陶磁器類は、茶碗、皿、ガラス食器、せともの類、植
木鉢等です。ごみ集積所の指定コンテナに出してください。（収
集日は「資源ごみ」の日です。）なお、アルミサッシのガラス、屋
根瓦は、市では収集しません。専門業者に処理をお願いしてください。
■問　環境課環境班　☎内線１１５３
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市民協働のまちづくり�みんなが主役のともに復興へ
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1281

■受講料　１カ月３，０００円（隔週土曜日）
■申し込み　２月１日（木）９時からひと・まち交流

館に申し込みください
■募集人員　２０人　※先着順。
■初回開催日　４月１４日（土）１０時～１１時３０分
■対象　５歳～１０歳のお子さん
■問・申し込み
　蔵しっくパークひとまち情報館　☎８４-１７７０

■日時　２月１７日（土）１０時～１４時
　新鮮野菜・美味しいお惣菜やスイーツ・多肉植
物・ハンドメイド作品がいっぱいです。

◆石巻かほく＆フォトノマキフェスティバル2017
　出展者：三陸河北新報社
■日時　２月３日（土）～８日（木）
　　　　１０時～１７時（最終日は１２時まで）

ヒップホップやイベントステージで盛り上がろう！
キッズダンスサークル

【リズムクラップ】初級クラス募集
２月のボヌールマルシェ
～駄菓子博同時開催～

展示コーナー

パソコンを使った『点訳講座』開催します
■日時
　・第1回「視覚障害者情報センターの概要」　3月6日(火)10時～15時　※昼食を持参してください。
　・第2回「点字の基礎」　3月8日(木)10時～12時
　・第3回「点字編集ソフトを使用した点訳」　3月9日(金) 10時～12時
■場所　蔵しっくパーク ふれ愛情報プラザ　テレワーク室
■対象　東松島市周辺に在住の、パソコンで簡単な文字入力ができる方
※3回の講座すべてに参加可能で、受講後継続して活動ができる方に限る。
■講師　宮城県視覚障害者情報センター 塩

し お ざ わ

澤浩
こ う じ

司氏、東松島点訳サークル 齋
さ い と う

藤静
し ず え

惠氏
■受講料　無料　　■定員　7人程度
■申し込み　2月27日(火)17時まで、直接またはFAXで下記に申し込みください
■主催　宮城県視覚障害者情報センター、NPO法人東松島まちづくり応援団(蔵しっくパーク)
■問・申し込み　蔵しっくパークふれ愛情報プラザ　☎84-2011　FAX：84-2015
　Email：fureai @ kurappa.jp (件名に「点訳講座申込」と明記してください)

からのお知らせ&

女性活躍のポイントは「働き方改革」
～女性が輝く社会をめざして～

　1月18日(木)矢本東市民センターにて女性の活躍推進の職場改善セミナー～女性が輝く職場は誰もが働きやすい～が開催され
ました。ゲストとして、全国初の「プラチナくるみん※」認定を受けた「ホシザキ東北株式会社」の社員お二人を迎え、同社の取り組
みについてお話しいただきました。
　以前は長時間労働が常態化していましたが、経営戦略の一環として全社を挙げてワーク・ライフ・バランスの推進をはかり、グ
ループトップクラスの社員満足度を実現されています。

○ホシザキ東北の具体的な取り組み例
・トップメッセージ
  役員が「早く帰る」ことを組織の方針として明確に発信する
・数値目標と見える化、情報共有
  残業時間や有休休暇の取得率を、目標に対する達成率とともに全社員で共有
・社員を巻き込む施策
  男性育休取得社員に奨励金支給するとともに、上司や同僚から取得の声かけを行う。 

・どのような点が印象に残っていますか。
　改善すべき点が見えてきました。自分の職場は何が課題なのか、浮き彫りに
なりました。
・今回学んだことをどのように生かしていきたいと思いますか。
 理想を100点とすると、現在はまだ50点です。まずは、などできることから
やっていきたいと思います。

○受講者の感想（40代男性管理職）

■問　市民協働課協働推進班　☎内線1283

　鳴瀬未来中学校が野蒜・中下地区に移転したことに
伴い、以下のとおり避難所利用について変更しますの
で、お知らせします。
○小野地域の指定避難所
■従前　鳴瀬未来中学校、鳴瀬桜華小学校
■今後　鳴瀬桜華小学校のみ
■変更期日　２月１日（木）から
■問　防災課危機対策班　☎1164・1265

小野地域の避難所利用のお知らせ

保温調理で作る「オイスターチャウダーと
牡蠣の潮風パスタ」参加者募集

　宮戸島に昨年オープンした、「あおみな」での調理研
究会です。保温調理で、地元産の牡蠣を使った洋風料
理二品のエコクッキングに挑戦しませんか。
■日時　2月16日（金）10時～13時　※受付：9時50分～。
■場所　宮戸地区復興再生多目的施設（セルコホー

ムあおみな）新規就農者技術習得管理施設研修室
■募集人員　10人　※先着順。定員になり次第締切。
■講師　菅

す が た

田華
は な え

江さん（みやぎ環境とくらしネットワーク 
MELON）

■参加費　600円（材料費）
■持ち物　エプロン、三角巾、必要に応じ飲み物など
■申し込み　2月9日（金）まで、電話で下記に申し込み

ください
■問・申し込み　宮戸地区復興再生多目的施設
　　　　　　　（宮戸市民センター内）　☎86-2177

※「プラチナくるみん」とは
　従業員の子育てと仕事
の両立のために、高い水
準の取り組みを行ってい
る「子育てサポート企業」
として、厚生労働大臣の認定を受けた
証です。平成29年3月末時点で、全国で
118社が認定を受けています。
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CityView!
「CityView!」では、市のイベントや地域の話題を、皆さんにお届けします。
＜掲載した写真は、データで提供します。希望の方は問い合わせください。＞

　国指定重要無形民俗文化財である宮戸月浜
地区の小正月行事「えんずのわり」が１月１１日
（木）から１６日（火）に行われました。今年は地
域の男子小中学生４人が参加して６日間の共
同生活を送ったほか、１４日（日）には家々を回
り、家内安全や大漁豊作を祈願する鳥追いを
行いました。冬空に響く子どもたちの声が地域
を活気づけていました。
	 （１月１４日の鳥追い行事、月浜）

　仙台市民球団企業組合主催のCBS少年軟式野球「6年生
選抜大会」全国大会が1月4日（木）～7日（日）の日程で開催。
東松島からは合同チーム「東松島ダイヤモンズ」が参加しまし
た。開催前に市役所を訪れた選手たちは、渥美市長に意気込
みを語っていました。	 （12月27日、市役所）
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伝統継承への思いを新たに

鳴瀬未来中学校
新校舎落成式

宮戸月浜の
小正月行事
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旧校舎とはお別れ式
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へ
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進

　平成３０年東松島市成人式には対象者433人のうち338人が出席し、大人としての自覚を
心に刻みました。本年度のテーマは「１ＵＰ～新たな自分へ翔けだそう～」。新成人で組織した
実行委員会が、直面する壁を一つずつ乗り越え、突き進んでほしいという思いを込めました。
式典後のアトラクションでは、中学校時代の恩師たちのビデオメッセ―ジが上映され、懐かし
さやうれしさで会場は和

なご

やかな雰囲気に包まれました。 （１月７日、市コミュニティセンター）

平成３０年成人式祝

１ＵＰ
新たな自分へ翔けだそう

合同チーム「東松島ダイヤモンズ」が表敬訪問

第7回みやぎ地域対抗駅伝競走大会

東松島選抜チームが力走
　第7回みやぎ地域対抗駅伝競走大会が、
宮城県内各地から23チームが参加して行わ
れました。市内の中高生、大学生および社会
人で構成された東松島選抜は、チーム順位
4位と健闘し、過去最高の成績を勝ち取りま
した。	 （12月10日、角田市陸上競技場）
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　㈱石巻青果と㈱石巻花
か

卉
き

園芸の平成３０年初市式がそれぞれ行われ、来
賓として渥美市長があいさつをしました。職員や関係者らが集い、今年１年
の福を呼び込む手締めで決意を新たにし、式を終えた会場では早速、競

せ

り人
の威勢の良い声が飛び交っていました。初日は、青果市場ではトマトや長ネ
ギ、果物はミカンやリンゴなどが順調に入荷し、花き市場でも菊やユリなど
約５万本が取り引きされました。	 （１月５日、石巻青果花き地方卸売市場）

　交通安全と防犯に取り組む市内の団体の関係者約１４０人が一堂に集い、平成３０年の出動式を行い
ました。来賓の佐

さ さ き

々木公
とおる

石巻署長が昨年を振り返り「関係者の努力もあり、石巻署管内の昨年の交通
死亡事故は過去最少となりました。今年も積極的に活動を行いましょう」と呼びかけました。その後、市
交通安全指導隊の冨

と が し

樫正
まさよし

嘉会長が出動宣言。全員が治安向上を目指して一丸となることを誓い合い
ました。	 （１月７日、市役所会議室）

　
平
成
30
年
消
防
出
初
式
を
行
い
、消
防
団
や
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
か
ら
約
４
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。長
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
団
員
の
皆
さ
ん
を
表

彰
し
た
後
、渥
美
市
長
、浅あ

さ
の野

勝か
つ
の
り則

団
長
ら
が
装
備
な
ど

を
観
閲
。最
後
に
は
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が
ア
ー

チ
を
描
い
て
今
年
一
年
の
地
域
の
安
心
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。	

（
１
月
７
日
、鷹
来
の
森
運
動
公
園
）

　市と情報通信大手のソフトバンク㈱は、東北
地方では初めてとなる包括協定を結びました。
教育や健康増進、高齢者支援、観光などの各分
野で情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した相互連携
を図ります。具体的には、学校で人型ロボットを
使ったプログラミング学習を行うなどＩＣＴがよ
り身近に感じられる取り組みについての検討
を予定しています。	 （１月１２日、市役所）

　地域のお年寄りが小学生たちに漬物作りの技を伝承する
「子ども漬物ｔｒｙ塾」（赤井地区自治協議会福祉部会主催）が
昨年行われ、地域住民約４０人が梅干し作りに取り組みまし
た。このうち小

お の

野海
か い と

飛君と美
み ゆ

優ちゃん兄妹は「でき上がった梅
干しをぜひ市長にも食べてほしい」と市役所を訪問。手作りの
梅干しを贈呈し、渥美市長は「おいしくいただき、仕事の疲れ
を取りたいと思います」と感謝を述べていました。小野さん一
家は、東日本大震災発災時、女川町内で被災。現在は赤井地
区の公営住宅に住んでいるそうです。海飛君は「赤井は空気
がきれいでとってもいいまちだと思います」と地域の魅力も
語っていました。	 （１２月２５日、市役所）

　古川元子さん（同市小野字裏丁）が100歳の誕生日を迎え、
市から祝辞と敬老祝い金が贈られました。古川さんは大正７年
１月９日に小野地区で３人兄妹の長女として生まれました。１９
歳で結婚し、５人の子どもを育てました。現在は、新聞を毎朝１
時間以上かけて読み、クロスワードを解いたりするのが日課
で、スポーツ観戦も趣味といいます。長寿の秘

ひ け つ

訣は「畑仕事で
体を動かすことと、好き嫌いなく何でも食べることです」と話し
ていました。	 （１月９日、石巻ロイヤル病院）

　

市
商
工
会
が
主
催
す
る
平
成
30
年
新
年
賀
詞
交

歓
会
が
開
か
れ
、市
内
・
外
の
各
種
団
体
代
表
や
企
業

経
営
者
ら
約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。年
頭
の

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
市
商
工
会
の
橋は

し
も
と本

孝こ
う
い
ち一

会
長
や
渥

美
市
長
は
じ
め
、高
橋
県
議
会
議
員
ら
は
、震
災
の
復

興
加
速
と
産
業
経
済
発
展
、観
光
振
興
な
ど
へ
の
思

い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、新
年
の
景
気
づ
け

に
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、出
席
者
は
交
流
と
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。	

（
１
月
９
日
、プ
レ
セ
テ
ィ
ア
内
康
）

青果市場と花き市場で初市式

新年の活気呼び込む声響く

安全安心のまちへ心一つ

交通・防犯関係団体出動式

無火災願う放水のアーチ

平成３０年
消防出初式

ソフトバンクと包括協定
東北で初めて 教育などにＩＣＴ

手
作
り
の
梅
干
し
を
市
長
に
寄
贈

赤
井
地
区
の
魅
力
も
語
る 小野海飛君、美優ちゃん兄妹 頭と体を働かせてお達者

祝１００歳

小野地区の古
ふるかわ

川元
も と こ

子さん

官民連携で復興加速

東松島
新年賀詞交歓会
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新宮戸八景ウォーキングイベント参加者募集
　宮戸地区には、地
元の人たちに親しま
れ、大切に守られて
きた8カ所の自慢の
景色「新宮戸八景」
があります。
　今回、その魅力を
掲載したパンフレット
と、それぞれにむか
しから言い伝えられ
てきた民話や伝説、
神話をまとめた一冊
の絵本が完成しました。新たに完成した絵本を片手に新宮戸八景を歩
いてみませんか。
■開催日時　2月20日（火）9時30分～12時
■募集人数　20人　　■参加費　無料
■コース　宮戸月浜地区（稲ケ崎公園～新浜岬）　
※集合場所などは後日、参加者の皆さんに連絡します。
■持ち物　飲物、歩きやすい服装・
　履物
※天候によってコースの変更もあり
　ます。
■問・申し込み
　東松島市観光物産協会
　小野字新宮前5番地（市役所鳴
　瀬庁舎商工観光課内）
　☎87-2322

▲稲ケ崎公園からの風景

みりょく発見！ 観光と物産ひがしまつしまの

▲新浜岬

もっと知りたい！ひがしまつしま 市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

「ほっとふる」の主な行事
●地域ふれあいサロン
　15日(木)10時30分～11時10分
　「主任児童委員さんと遊ぼう」
●わくわく広場
　20日(火)10時30分～11時10分
　「ひなまつり製作」
●赤ちゃん講座（要申し込み・先着15組）
　3月6日（火）10時～12時30分
　「取り分けカンタン離乳食教室」

「あいあい」の主な行事

です。21組
12月1日から31日までに

ほっとふる＆あいあいを初めて利用した方は

はじめての来所が不安な方、スタッフが案内
しますので気軽にお越しください。

「ファミリーサポート事業」より
●女性のためのくつろぎサロン〈先着12人〉
　「わたしじかん」（2月1日受付開始）
　27日（火）10時～12時
■講師　セラピスト髙

たかはし

橋	富
ふ じ こ

士子氏
■場所			コミュニティセンター2階談話室
　ファミリーサポート利用の託児料金の助
　成有り（2カ月～未就学児）
　託児締切	15日（木）、一般締切	23日（金）

ファミリーサポート事業とは

　地域において子育ての支援を受けたい人
と支援できる人が会員となり子育てを助け
合う事業です。お子さんの対象：2カ月～6年
生まで。会員募集中です。入会説明随時。
■入会に必要なもの
　保護者の写真2枚（３㎝×2.4㎝）
■問　矢本子育て支援センター
　☎84-2676

●2月生まれ誕生お祝いDAY
　5日(月)カード作り
　9時～16時
　（身体測定・手形押し・記念写真撮影など）
　歌でお祝い　11時～
●子育て講座(要申込･先着20組)
　6日(火)
　10時30分～11時30分
　「ロディあそび」
●なかよし広場＆赤ちゃん広場
　16日(金)
　10時30分～11時20分
　「子ども服おゆずり会」＊参加無料です
　○譲りたい方
　＊譲りたい品物（子ども服・靴・帽子・マタ
　　ニティー用品に限ります）
　＊シート（洋服を並べる時に使います）
　○譲って欲しい方
　＊エコバッグなどの袋
※譲りたい方は、10時15分までにお越しく
ださい。

●土曜OPEN
　17日(土)9時～12時

ほっとふる子育て講座〈要申し込み・先着20組・託児有〉
「子育てスマイル★コーチング」

■日時　3月2日（金）10時30分～11時30分
■場所　矢本子育て支援センターほっとふる
■講師　ドリームフィールド代表　阿

あ べ

部	侑
ゆ き

生氏
■対象　未就学のお子さんと保護者の方（市内の方優先）
■持ち物　飲み物・筆記用具

あいあい赤ちゃん講座〈要申し込み・先着15組〉
「取り分けカンタン離乳食教室」

■日時　3月6日（火）10時～12時30分
■場所　矢本東市民センター調理室　
■対象　0歳のお子さんと保護者(市内の方優先)
■講師　市健康推進課　栄養士
■持ち物　親子ともにエプロン、三角巾(バンダナ等)、上靴・飲み物
※アレルギーの有無を受付時に申し出ください。

ほっとふる子育て講座〈要申し込み・先着20組〉
「ロディあそび」

■日時　6日（火）10時30分～11時30分
■場所　矢本子育て支援センターほっとふる
■講師　二木	ひろえ氏　
■対象　概ね2歳半以上のお子さんと保護者の方(市内の方優先)
■持ち物　飲み物　　■服装　動きやすい服装

カラフルなロディを使っていっぱい遊びましょう!!

　各教室・催しに参加した皆さんには大変好評いただきました。
　平成30年度も、一人でも多くの皆さんが参加したくなるような教室・催し
を考えていきたいと思っています。
　今後もスポパ通信にて新情報を発信していきます。

平成29年度、体育協会で行った事業をスナップで振り返ります。

東松島市体育協会

スポパ通信
Sports Paradise
～スポーツから笑顔が生まれるまちづくり～

■問・申し込み　東松島市体育協会　☎82-9030　平日9時～17時

　　　

ひがしまつしま 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

鳴瀬子育て支援センター
「あいあい」
☎87-2338

子育て支援センターからのお知らせ（2018年2月）矢本子育て支援センター
「ほっとふる」

☎84-2676
開館日時		ほっとふる	月～金９時～16時　あいあい	月～木９時30分～16時

※講座などで利用できない日もありますので、子育て通信などでお確かめください。
　子育て通信は市のホームページでもご覧になれます。

⑦タグラグビー体験
　（リフレッシュフェスティバル）

⑧クロスカントリー大会 ⑨きっず広場

①楽しい健康体操教室 ②ゆるレク体操教室 ③親子ヨガ教室

④おとなのヨガ教室 ⑤キッズかけっこ教室 ⑥アウトドアニュ－スポーツ体験
　（リフレッシュフェスティバル）
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もっと知りタイ!  地 域おこし協力隊  〈第10回〉
■問　地域おこし協力隊事務局　復興政策課地域振興班　☎内線1233

《
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
》

　
２
０
０
９
年
か
ら
総
務
省
が
実
施
す
る
移
住
定
住
事
業
で
す
。都

会
か
ら
地
方
へ
人
材
を
移
動
さ
せ
、最
長
3
年
ま
で
の
任
期
の
間
に
、

そ
の
地
方
に
定
住
す
る
た
め
の
生な

り
わ
い業

づ
く
り（
起
業
就
業
）お
よ
び

地
域
活
性
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、市
と
地
域
と
協
力
隊
が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
成

長（
地
域
力
を
維
持・強
化
）し
て
い
く
関
係
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
隊
員
の
活
動
》

　
隊
員
活
動
の
ル
ー
ル
は
、自
治
体
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
、単
な
る
任
期
付
の
労
働
力
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、任
期
後
も
市
や
地
域
を
担に

な

う
一
市
民
と
し
て

活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
お
手
伝
い
も
活
動
の
範は

ん
ち
ゅ
う疇
で
す
が
、「
定
住
す
る
た
め

の
生
業
づ
く
り（
起
業
就
業
）」に
比
重
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、本
市
で
は
１２
人
の
隊
員
が
、漁
業
・
農
業
・
観
光
・
子
ど
も
支

援
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
て
い

ま
す
。隊
員
は
、何
で
も
で
き
る
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
地
域
を
共
に
元
気
に
し
て
い
く
仲
間
」と
し
て
地
域
課
題
の
解

決
を
お
手
伝
い
し
て
い
く
想
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。相
談
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊導入の効果
～地域おこし協力隊・地域・地方公共団体の「三方よし」の取り組み～

〇自身の才能・能力を
　活かした活動
〇理想とする暮らしや
　生き甲斐発見

地域おこし協力隊

〇行政ではできなかった
　柔軟な地域おこし策
〇住民が増えることによる
　地域の活性化

地方公共団体
〇斬新な視点
　（ヨソモノ・ワカモノ）
〇協力隊員の熱意と行動力が 　
　地域に大きな刺激を与える

地　域
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知っ得情報〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■問　東松島市役所 ☎82-1111
　　　代表FAX:0225-82-8143

市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

募
　
集

問 

東
松
島
市
商
工
会
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
室

☎
82
ー
２
０
８
８

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
募
集（
公
的
業
務
）

問 

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
88
ー
２
０
５
６

（
平
日
：
８
時
３０
分
～
１７
時
）

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

問 

矢
本
西
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
82
ー
１
１
８
１

矢
本
西
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

■
対
象・資
格　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
方
、普
通
免
許
の
あ
る
方

■
勤
務
内
容　
電
話
で
の
乗
車
申
込

み
を
受
け
付
け
、パ
ソ
コ
ン
で
の
配
車

■
募
集
人
員　
１
人

※
採
用
予
定
日
：
3
月
1
日（
木
）。

■
給
与　
時
給
８００
円
か
ら（
通
勤
手

当
は
規
定
に
よ
り
別
途
支
給
）

■
待
遇　
土
・
日
・
祝
日
休
み
、年
末

年
始
休
暇
あ
り
、有
給
あ
り

　
１
日
８
時
間
勤
務（
７
時
４５
分
～

１7
時
の
シ
フ
ト
勤
務
、１
カ
月
約

１２
日
勤
務
）

※
雇
用
保
険
、労
災
保
険
あ
り
。

■
勤
務
先　
東
松
島
市
商
工
会　
オ

■
対
象
・
資
格　
心
身
と
も
に
健
康

な
意
欲
あ
る
市
内
在
住
で
、パ
ソ

コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）の
操

作
が
で
き
、地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
、関
心
の
あ
る
方

■
対
象
・
資
格　
心
身
と
も
に
健
康

で
市
税
な
ど
滞
納
が
な
く
、パ
ソ
コ

ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）操
作
が
で

き
、自
動
車
免
許
証
所
有
の
方

■
業
務
内
容　

市
民
セ
ン
タ
ー
事

業
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
関
す
る

事
務
等

■
募
集
人
員　
１
人

■
賃
金　
月
給
１
３
０
、０
０
０
円

※
社
会
保
険・雇
用
保
険
あ
り
。

■
勤
務
時
間　
週
3２
時
間

※
土・日
勤
務
の
場
合
あ
り
。

■
雇
用
期
間　
４
月
１
日（
日
）か
ら
１

年
間　
※
任
期
満
了
後
、更
新
あ
り
。

■
申
し
込
み　
２
月
２２
日（
木
）ま
で
、

履
歴
書（
本
人
自
筆・写
真
貼
付
）を

右
記
に
持
参
く
だ
さ
い　

※
書
類
選
考
後
、面
接
あ
り
。

■
内
容

①
基
地
行
事（
祝
賀
会
、体
験
搭
乗

な
ど
）へ
の
参
加

②
基
地
モ
ニ
タ
ー
会
議（
基
地
見
学

会
な
ど
）へ
の
出
席

③
自
衛
隊
や
松
島
基
地
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力　
な
ど

■
対
象　
２0
歳
代
～
６0
歳
代
ま
で
の

東
松
島
市
在
住
の
方	

※
議
会
議
員
、常
勤
の
国
家
公
務
員
お

よ
び
地
方
公
務
員
の
方
は
除
く
。	

■
募
集
人
員　
１0
人	

■
期
間　
１
年（
４
月
～
平
成
3１
年

３
月
）	

■
応
募
方
法　
２
月
１６
日（
金
）必
着

で
、は
が
き
に
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

住
所
、生
年
月
日
、性
別
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、右
記
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

平成３０年度 東松島市奨学金貸与学生募集
■貸与条件　学校教育法による高等学校や大学などに修学し、次の要件

を備える者
①優秀かつ心身ともに健全で、成業の見込みがあること
②市内に住所を有し、２年以上居住していること
③国およびほかの地方公共団体、または公共団体から奨学金などの貸与

を受けていないこと
④所属学校長から奨学生として適格と認められた者であって、かつ宮城

県高等学校等育英奨学資金貸与条例施行規則第４条に掲げる学力
基準に準ずる者

⑤宮城県高等学校等育英奨学資金貸与条例施行規則第５条に掲げる
経済的基準に準ずる者

⑥修学困難な生計状態(家計基準)であること
⑦身元が確実で独立した生計を営む成年者の連帯保証人が２名必要

※④⑤⑥の詳細については東松島市のホームページを確認いただくか、下
記までお問い合わせ下さい。

■貸与額（新規申込者に限る）
①高等学校生（中等高等学校の後期課程並びに特別支援学校（盲学

校・ろう学校等）の高等部を含む）　　月額20,000円以内
②高等専門学校生（１学年～３学年）　月額20,000円以内
　　　　　　　　（４学年以上）　　　月額35,000円以内
③専修学校生　　（高等課程）　　　　月額20,000円以内
　　　　　　　　（専門課程）　　　　月額25,000円以内
④大学、短期大学、大学院生　　 　　月額35,000円以内

■申込書配布場所　２月13日（火）から市役所教育総務課、鳴瀬総合支所
窓口にて申込用紙を配布します。

■申込期間　２月１3日（火）から３月１９日（月）まで下記で申し込みを受付け
します

■償還　卒業の１年後から１０年以内に月賦・半年賦・年賦のいずれかで償
還していただきます。納付書を毎年度発行しますので金融機関窓口にて
支払いとなります（無利子）

■問　教育総務課教育総務班　☎内線1259・1293

問 

第
４
航
空
団
司
令
部
監
理
部
広
報
班

☎
82
ー
２
１
１
１（
内
線
211・273
）

〒
981
ー
０
５
０
３

東
松
島
市
矢
本
字
板
取
8５

平
成
30
年
度
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

国民ねんきんだより
～保険料納付方法のお知らせ～

　国民年金保険料の納付を、うっかり忘れて納付期限を過ぎていた。忙しくて金融
機関の窓口やコンビニエンスストアで支払う時間がないという方は、便利な口座振
替を利用してください。なお、まとめて前払い（前納）すると保険料が割引されます。
○国民年金前納割引制度（口座振替の前納）
■振替方法・・・以下の５種類から自由に選んで申し込みできます。
　●２年前納（４月～翌々年３月分）　　●１年前納（４月～翌年３月分）
　●６カ月前納（４月～９月分、１０月～翌年３月分）
　※まとめて前払い（前納）すると、割引が適用されます。
　●当月末振替（早割）　※納付期限より１カ月早く口座振替する方法。
　●翌月末振替　※保険料の割引はありません。
○口座振替のお申し込み手続き
　預貯金口座をお持ちの金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、または年金事務所（郵
送も可）へ「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」を提出ください。
　申出書は、年金事務所の窓口に備え付けていますが、日本年金機構ホー
ムページ(ＵＲＬ：http://www.nenkin.go.jp/shinsei/kokunen.html)か
ら印刷（白黒も可）して年金事務所へ郵送することもできます。
　口座振替のお申し込みには、基礎年金番号の記入が必要です。基礎年
金番号は、年金手帳や日本年金機構からの郵送物などでご確認ください。
　金融機関届出印の押印が必要です。金融機関届出印や口座名義人氏名
に誤りがあると、手続きが間に合わない場合がありますのでご注意ください。
○口座振替での前納の申し込みはお早めに
　口座振替での平成３０年度分１年前納・６カ月前納（４月～９月分）・２年前
納(平成３０・３１年度分)の締切日は、２月２８日（水）です。
※すでに前納している方は、再度申し込み不要。ただし、１年前納から２年前

納への変更など、振替方法を変更する場合は、再度申し込みが必要。
※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度は利用いただけません。
※「国民年金保険料口座振替額通知書」で実際に口座から振替される金

額を確認し、預金残高にご注意ください。
■問　日本年金機構石巻年金事務所　☎0225-22-5115（自動音声案内）

問 
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

石
巻
地
域
事
務
所

☎・ 

8３
ー
６
７
８
９

東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
1
ー
6

自
衛
官
募
集

　
受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。詳
し
い
内
容
は
、右
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

○
予
備
自
衛
官
補

■
応
募
資
格

　
一
般
：
１８
歳
以
上
3４
歳
未
満
の
方

　
技
能
：
１８
歳
以
上
で
、国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
者

※
資
格
に
よ
る
年
齢
の
上
限
あ
り
。

■
受
付
期
間　
４
月
６
日（
金
）ま
で

■
試
験
日　
４
月
１４
日（
土
）～
１８
日（
水
）

○
陸・海・空
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

ペ
レ
ー
タ
ー
室（
住
所
：
東
松
島

市
矢
本
字
河
戸
７
）

■
応
募
方
法　

上
記
ま
で
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
持
参
ま
た
は
郵

送
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
2
月
１５
日（
木
）ま
で

※
書
類
選
考
の
う
え
面
接
が
あ
り
ま
す
。

※
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
業
務
内
容　
一
般
事
務
、ま
ち
づ

く
り
事
業
の
企
画
補
助
な
ど

■
業
務
場
所　
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員　
１
人

■
賃
金　
月
給
１
２
０
、０
０
０
円

※
社
会
保
険・雇
用
保
険
あ
り
。

■
勤
務
時
間　
週
3２
時
間（
土・日
曜・

祝
日
及
び
夜
間
勤
務
の
場
合
あ
り
）

■
雇
用
期
間　
４
月
１
日（
日
）か
ら
1

年
間　
※
任
期
満
了
後
、更
新
あ
り
。

■
申
し
込
み　
３
月
２
日（
金
）１7
時

ま
で
、履
歴
書（
本
人
直
筆
、写
真

貼
付
）を
上
記
に
提
出　

※
書
類
選
考
後
、面
接
あ
り
。



（15） 知っ得情報

知っ得情報〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■問　東松島市役所 ☎82-1111
　　　代表FAX:0225-82-8143

市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

～公営住宅だより～ 収入申告書の提出はお済ですか

　市営住宅の家賃は、世帯の収入、住宅の広さ、建築されてからの年数
などによって決定します。このため入居者の皆さんの世帯収入を把握
する必要があり、毎年「収入申告書」を提出していただいています。
　収入申告書が未提出の方は、平成30年度の家賃を計算することがで
きないため「近傍同種の住宅の家賃」（民間の同程度の賃貸住宅で考え
られる最高限度の家賃）となり、家賃負担が大きくなります。
　収入申告書を提出された方には「収入額認定兼家賃月額通知書」、未
提出や不備の方には「平成30年度家賃の決定について」（近傍同種の住
宅の家賃）が2月末頃に送付されますので、通知書を確認してください。
　まだ収入申告書を提出してない方は、至急手続きをしてください。
　手続きの方法など詳しくは、宮城県住宅公社東部管理事務所まで問
い合わせください。
■問　建設課建設総務班　☎内線2223
　　　　　　復興住宅班　☎内線2261～2264
　　　宮城県住宅供給公社東部管理事務所　☎0225-21-5657

　２月のテーマは、「避難所・避難場所の確認」です。避難所には、地区セン
ター等の身近な集会施設や公共施設で災害発生時に自主防災組織が基
本的に運営する「地区避難所」と大規模な避難者収容施設で非常用食料
等が配備されている小中学校、高校、市民センター等の「地域避難所」が
あります。また、安全な状況が確認できるまで一時的に避難する施設である

「避難場所」があります。災害時に避難が必要になった際のことを考え、地
域や家族でもう一度避難場所を確認し、話し合いましょう。また、避難経路に
ついても、塀際や狭い路地は避け、広く安全な経路を実際に歩いて確認し、
地域全体で防災意識を高めましょう。

毎月１１日は市民防災の日（市民防災デー）です
～宮城県北部連続地震から１5年、東日本大震災から６年１1カ月～

避難所・避難場所の確認
自宅の最寄りの地区避難所や地域避難所に加え、職
場など生活圏の避難所も確認しましょう。また、遠方
に出かけた際も避難場所を確認しましょう。

避難経路の確認

災害が発生した際、迅速な避難を行うため、避難経路
の確認が大切です。また、災害が発生した際、想定して
いた避難経路が使用できない場合もあります。複数の
避難経路を確認し、その際にブロック塀などの危険物
に注意し、周囲に目を配り、行動しましょう。

■家の中の安全対策チェックリスト （左の欄に□チェックを入れましょう）

■問　東松島市自主防災組織連絡協議会
　　　（事務局：防災課危機対策班）　☎内線１２６５

　これまで石巻合同庁舎および東部土木事務所は、石巻市東中里で業務を
行っていましたが、新石巻合同庁舎が完成し、2月末より順次移転を進めます。
移転完了までご不便をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。
■施設の概要
　移転先：〒986-0861　石巻市蛇田字新沼田12番地4街区1画地
■各入居機関と業務開始日

■主な交通アクセス
　JR利用の場合：石巻あゆみ野駅から北へ約700m
　車利用の場合：三陸自動車道石巻港ICから東へ約1km
■問　宮城県管財課　☎022-211-2354
　　　宮城県宮城石巻合同庁舎　☎0225-95-1411（代表）

宮城県石巻合同庁舎が移転します

入居機関 新石巻合同庁舎での
業務開始日

・東部県税事務所
・東部保健福祉事務所
・東部教育事務所

2月26日（月）

・東部地方振興事務所 3月5日（月）
・東部児童相談所
・東部土木事務所 3月12日（月）

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制
度です。東松島市が行う奨学資金貸付とは異なりますのでご注意ください。
■融資額　お子さん１人あたり３５０万円以内
■金利　年1．76％　固定金利（平成29年12月13日現在）
■返済期間　１５年以内
■用途　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金･家賃など
■返済方法　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
■保証　（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）
※詳しい内容は、ＨＰ（「国の教育ローン」）で検索いただくか、下記に問い合

わせください。
■問　教育ローンコールセンター　☎０５７０-０0８６５６（ナビダイヤル）
　　　日本政策金融公庫石巻支店　☎０２２５-９４-１２０１

東松島市就学援助費のお知らせ
　市では、経済的な理由により、小・中学校へ就学が困難な児童生徒の保護者
に対し、学用品費や給食費等の就学に必要な経費の一部を援助しています。
　平成３０年４月１日現在で市内の小中学校に在籍予定の全児童生徒の保
護者の方々へは、各小中学校を通じ１月下旬に制度内容および申請方法を
お知らせしていますので、確認ください。
■対象　小中学校に在籍する児童生徒の保護者で、次のいずれかに該当

し、市教育委員会が定める収入算定額以下の世帯(生活保護世帯または
それに準ずる程度に経済的に困窮している世帯)

①生活保護が停止または廃止世帯
②市県民税非課税世帯　※認定時期は、6月下旬以降となります。
③市民税減免世帯　　　　　④個人事業税減免世帯
⑤固定資産税減免世帯　　　⑥国民健康保険税減免または徴収猶予世帯
⑦国民年金保険料減免世帯　⑧児童扶養手当受給世帯
⑨生活福祉資金の貸付受給世帯　⑩その他（震災以外による失業中・病気
　療養中などで経済的に就学困難な世帯）　⑪被災世帯
※上記に該当する世帯であっても、給与などの収入状況および資産状況、

親族などからの援助により、制度の対象とならない場合もあります。詳しい
内容は、下記に問い合わせください。

■問　学校教育課学校教育班　☎内線１２５２

廃食用油回収場所統合のお知らせ
　廃食用油の回収場所を一部統合します。コミュミティセンターでの【廃食
用油回収】を、市役所本庁舎に統合しました。今後は、市役所本庁舎（環境
課脇）を利用してください。
■問　環境課環境班　☎内線１１５３

　2月1日（木）から一部停留所の変更と廃止のため、バス停車時刻がか
わりますのでご注意ください。
■変更点
　●グリーンタウン仮設住宅前→大塩市民センター
　●上下堤仮設前の廃止
　●ひびき工業団地は第2公園前に停車

■問　復興政策課地域振興班　☎内線1235
※交通状況により時間が遅れることがございますので、ご了承願います。

震災無料循環バスの停車時刻を改定します

東松島市震災無料循環バス時刻表
（午前：西循環） （午後：東循環）

停留所 時間 停留所 時間

大塩市民センター 8：35 10：15 終点
11：40 大塩市民センター 13：30 15：15 終点

16：45
ひびき工業団地
（第2公園仮設前） 8：50 10：30 仙石病院前 13：50 15：35

鳴瀬庁舎前 9：00 10：40 ヨークベニマル前 14：05 15：50

ＪＲ小野駅前 9：05 10：45 保健相談センター前
（市役所） 14：10 15：55

真壁病院前 9：10 10：50 イオンタウン前 14：15 16：00
イオンタウン前 9：20 11：00 真壁病院前 14：25 16：10
保健相談センター前
（市役所） 9：25 11：05 ＪＲ小野駅前 14：30 16：15

ヨークベニマル前 9：30 11：10 鳴瀬庁舎前 14：35 16：20

仙石病院前 9：40 11：20 ひびき工業団地
（第2公園仮設前） 14：45 16：30 至仙台

N

至石巻
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知っ得情報〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■問　東松島市役所 ☎82-1111
　　　代表FAX:0225-82-8143

お
知
ら
せ

　
　
「
水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら

せ(

検
針
票)

」を
ご
覧
の
う
え
、早

め
に
水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

○
転
入
し
た
方

　
ポ
ス
ト
・
玄
関
に
入
っ
て
い
る

「
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
お
客
様

へ
」の「
お
客
様
番
号
」を
確
認
の
う

え
、使
用
開
始
の
５
日
前
ま
で
に

水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
の
手
続
き
は

お
早
め
に

問 

水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
受
託
事
業
者
石
巻
地
方
水
道

サ
ー
ビ
ス
共
同
企
業
体
）

☎
96
ー
4
9
5
5

市
下
水
道
課
経
営
班

（
☎
内
線
2
2
3
2
～
2
2
3
5

・2
2
4
9
）

乳
が
ん
検
診（
追
加
検
診
）の

お
知
ら
せ

問 
健
康
推
進
課
健
康
推
進
班

☎
内
線
３
１
０
９

　
乳
が
ん
検
診
の
追
加
検
診
を
左
記

日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
２９
年
度
乳
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま

れ
た
方
で
、１１
月
～
１２
月
実
施
の
乳

が
ん
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
方
に

は
受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
方
で
申
し
込
み

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、右
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
追
加
検
診
日　
２
月
７
日（
水
）

■
受
付
時
間　
８
時
～
８
時
30
分
、

９
時
～
９
時
30
分
、１0
時
～
１0
時

30
分
、１２
時
４５
分
～
１3
時
30
分

○
転
出
す
る
方

問 

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

施
設
管
理
課

☎
０
２
２
５
ー
9５
ー
６
７
１
２

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

西
部
地
区
管
理
事
務
所
が
統
合

さ
れ
ま
す

　

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
4

月
1
日
か
ら
、西
部
地
区
管
理
事
務

所
を
企
業
団
本
庁
舎
に
統
合
し
ま

す
。東
松
島
市
内
の
水
道
管
の
維
持

　
農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を

対
象
と
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て「
収
入
保
険
制
度
」が

導
入
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
3１
年
１
月
１
日
か
ら
補
償
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。保
険
加
入
申
請

は
秋
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
右
記
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
が

始
ま
り
ま
す

問 

宮
城
県
農
業
共
済
組
合
本
所

☎
022
ー
225
ー
６
７
０ｃ
３

宮
城
県
農
業
共
済
組
合
石
巻
支
所

☎
022
ー
７５
ー
２
３
３
１

　長持ちする生花のようなプリザーブドフラワーで、お住まいをほんのちょっと
華やかにするアレンジメント小物をつくりませんか。創作終了後には各々の作
品を眺めながら、お茶会もあります。
　初めての方でも、講師や周りの経験者が和やかな雰囲気の中、優しく手ほ
どきしてくれます。お子さん連れの方も気軽に、ぜひ参加ください。
■日時・場所・定員　2月17日（土）　※定員は各会場先着順。
　①10時～　野蒜市民センター　定員25人
　②14時～　小野市民センター　定員25人
■日時・場所・定員　2月18日（日）
　③10時～　矢本東市民センター　定員25人
　④14時～　矢本東市民センター　定員25人
■講師　パルテール  金

か ね こ

子美
み え

枝（フラワー装飾 1 級技能士・華創師）
■材料費　1,000円　※作品を持ち帰るポリ袋などをお持ちください。
■申し込み　2月12日（月・振）まで、電話で下記に申し込みください
※電話受付時間：平日8時30分～17時15分。
■主催　パルテール　金子美枝・東松島市社会福祉協議会
■問・申し込み　東松島市社会福祉協議会生活復興支援センター
　　　　　　　（中央サポートセンター）　☎83-5001

　東松島市（旧鳴瀬町）出身のお笑いコンビ　ニー
ドルが、地元東松島市で単独ライブを開催します。
ニードルは、東松島ふるさと復興大使としても活躍し
ており、地元ならではのネタも堪能できるライブです
ので、ぜひお越しください。
■日時　2月11日（日）14時30分～　※開場：14時。
■場所　市コミュニティセンター
■入場料　前売1,500円、当日2,000円
※全席自由。小学生以下無料。
■チケット販売場所　市コミュニティセンター、セブンイレブン、ファミリー

マート、BBIチケットセンター(☎022-353-5586 営業時間：10時～17
時)、CNプレイガイド（www.cnplayguide.com）

■主催　公益社団法人落語芸術協会仙台事務所（株）BBI
■問　株式会社BBI　☎022-263-9608（受付：10時～17時）

プリザーブドフラワーアレンジメント教室開催

平成３０年度の市・県民税申告のお知らせ

ニードル爆笑Live in 東松島開催

■
日
時　
2
月
２４
日（
土
）9
時
30
分

～
１3
時

■
場
所　
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

■
主
な
内
容

●
無
料
マ
イ
カ
ー
点
検
コ
ー
ナ
ー

●
自
動
車
の
構
造
解
説
コ
ー
ナ
ー

　
（
自
動
車
整
備
科
）

●
金
属
・
木
工
製
品
の
販
売（
金
属

加
工
科・木
工
科
）

　
学
生
た
ち
が
丹
精
こ
め
て
つ
く
り

あ
げ
た
製
品
で
す
。申
込
多
数
の

場
合
、抽
選
と
な
り
ま
す（
申
込

締
切
１２
時
、抽
選
開
始
１２
時
30
分)

●
訓
練
体
験
コ
ー
ナ
ー（
金
属
加
工

科
、木
工
科
）		

●
独こ

ま楽
製
作（
金
属
加
工
科
）	

●
木
工
製
品
の
製
作（
木
工
科
）

※
作
っ
た
作
品
は
持
ち
帰
り
可
。

問 

宮
城
県
立
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

〒
986
ー
０
８
５
３

石
巻
市
門
脇
字
青
葉
西
2７
ー
１

☎
０
２
２
５
ー
22
ー
１
７
１
９

０
２
２
５
ー
94
ー
７
３
９
９

宮
城
県
立
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

技
能
ふ
れ
あ
い
祭
り

問 

石
巻
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
ー
773
ー
161

（
受
付
時
間
：
平
日
１０
時
～
１8
時
）

合
同
企
業
説
明
会
開
催

　

石
巻
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宮
城
県
沿
岸
地
域
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業（
石
巻
地
域
）と
し
て
東

松
島
市
、石
巻
市
、女
川
町
の
企
業

が
１４
社
程
度
が
参
加
予
定
の
合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。多
種
多

様
な
職
種
で
開
催
予
定
で
す
の
で
、

応
募
職
種
が
明
確
な
方
も
検
討
中
の

方
も
、企
業
と
直
接
話
し
て
仕
事
探

し
を
す
る
機
会
で
す
。

　
　
な
お
、水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
は
、合
算
で
請
求
を
行
っ
て
い

ま
す
。

管
理
は
、本
庁
舎
の
維
持
管
理
部
門

(

施
設
管
理
課)

が
一
元
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
2
月
２１
日（
水
）１４
時
～
１６
時

■
場
所　
矢
本
東
市
民
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
、服
装
自
由
。駐
車
場

あ
り
。事
前
参
加
予
約
受
付
中
。

　本年度も２月８日（木）から、平成２９年分の申告相談を開催します。
　会場は例年同様に混雑することが予想されますので、皆さんの待ち時間
短縮のため営業等・農業・不動産所得のある方は、事
前に収支内訳書を作成し、医療費控除を受ける方は合
計を行ってから会場にお越しいただきますようご協力を
お願いします。収支内訳書の作成と医療費控除の合
計をしていない方は、作成してからの案内となりますの
でご注意ください。
※平成２９年分申告相談に関する日程などの詳しい内容は、市報１月１日号

でお知らせしておりますので、こちらをご覧ください。

◆平成２９年中に収入のなかった方や障害年金などの非課税収入のみの方
　あなたを東松島市内にお住まいの親族が扶養親族として扶養控除の申
告をしていない場合は、市県民税の申告が必要になります。
◆事業所得（営業等・農業）、不動産所得があった方
　事前に収支内訳書を作成し、収入や経費等がわかる各帳簿・領収書と併
せて持参してください。
　収支内訳書が作成されていない場合は申告受付できませんので、必ず収
支内訳書を作成してから申告会場へお越しください。
■問　税務課住民税班　☎内線１１３８・１１３９
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◎“

松”

の
つ
な
が
り
で
末
な
が
く
仲
良
く
し
た
い
な
♪　
ｂｙ　
イ
ー
ト
＆
イ
～
ナ

○大阪府松
ま つ ば ら

原市：大阪府の中南部に位置し、
大阪府や堺市に隣接。平成25年に大阪府
で初めてセーフコミュニティ国際認証都市
（WHO関連団体推進活動）になりました。
町会や医療機関・行政などが一丸となり、地
域ぐるみで「安心・安全」なまちづくりを進
めています。
○松原市マスコットキャラクター　マッキー：
マツの妖精とバラの妖精の間に生まれた
女の子。天真爛漫で明るい性格で、松原市
のみんなを笑顔にして、日本一幸せなまち
にしようと活動中。市PRアニメの主役「まつ
ばらくん」をライバル視しています。
○松原市の観光大使：松原市出身で、昨年ま
で人気ユニット「E-girls」のリーダーを務め
ていた、Dream	Ayaさんが松原市をPRす
る観光大使「ドリームアンバサダー」に就任
し、松原市の魅力を全国に届けています。

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

定
例
相
談
の
お
知
ら
せ

問 

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

母
子・障
害
班

☎
０
２
２
５
ー
9５
ー
1
4
3
1

東
松
島
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8３
ー
１
９
６
６

　

子
育
て
の
心
配
事
な
ど
、心
理
士

に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
２
月
２0
日（
火
）１0
時
、１１
時
、

１3
時
、１４
時（
各
５0
分
ず
つ
）

■
場
所　
矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当　
滝た

き
さ
わ沢
晋し

ん
や也
先
生（
臨
床
心

理
士
）

■
申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で

電
話
で
申
し
込
み

子
ど
も
の
心
理
相
談
会

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
１
７

相
　
談

【2月の各種特設相談】 相談者の秘密は厳守します。気軽に利用ください。
相談名 日時 場所（住所など） 相談内容 問・申し込み

無料人権相談 2日(金)10時～15時 小野市民センター いじめ､暴力､隣近所とのもめ事､その他人権に関する相談 ■問　仙台法務局石巻支局　☎0225-22-6188
　市民課窓口サービス班		☎内線1122

消費生活相談 毎週月～金曜（祝日を除く）	
9時～15時

市役所市民課	
（1階:消費生活相談室）

多重債務、悪質商法､不当請求、契約トラブル（クーリン
グオフ）などの消費生活をめぐる問題に関する相談

■問　市民課消費生活相談員			
　☎内線1117

行政相談 9日(金)13時～15時 小野市民センター 国・自治体の行政や郵便局・NTT､独立行政法人などの
業務に関する相談

■問　総務課総務班	
　☎内線1205

法テラス東松島の
法律相談

平日10時～16時	
2月の休日法律相談日：17日（土）、25日（日）	

矢本字大溜1-1	
（市コミュニティセンター西側）弁護士による家族、多重債務などの法律相談

■問　法テラス東松島　
　☎050-3383-0009	
　（受付時間　平日9時～17時）

○
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談（
予
約
制
）

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
大
人
の
方
）

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
０
6

　

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い

て
お
困
り
の
方
向
け
の
相
談
で
す
。

■
日
時　
２
月
８
日（
木
）１3
時
、１４
時
、

１５
時（
予
約
制
、１
人
５0
分
）

■
場
所　
矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当　
み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

児
童
精
神
科
医

■
申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
１
５

問 

東
北
税
理
士
会
石
巻
支
部

☎
０
２
２
５
ー
9５
ー
９
７
６
３

（
受
付
：
平
日
１０
時
～
１７
時
）

０
２
２
５
ー
86
ー
６
３
３
４

税
理
士
記
念
日 

無
料
税
務
相
談
会

「
身
の
回
り
の
税
金
相
談
」開
催

　
東
北
税
理
士
会
石
巻
支
部
で
は
、

毎
年
２
月
２3
日
の
税
理
士
記
念
日
に

無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
２
月
２3
日（
金
）１0
時
～
１５
時

※
予
約
不
要
。

■
場
所　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
石
巻

あ
け
ぼ
の
店

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、相

談
時
間
は
原
則
30
分
以
内
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　
２
月
１６
日（
金
）１0
時
～
１４
時

■
場
所　
宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事

務
所（
住
所
：
石
巻
市
東
中
里
一

丁
目
4－

3２
）

■
内
容　
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る

個
別
相
談

■
対
象　
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で

困
っ
て
い
る
人・家
族・関
係
者

　
体
を
上
手
に
動
か
せ
な
い
子
・
言

葉
の
遅
れ
や
発
語
が
気
に
な
る
子
な

ど
の
未
就
学
児
を
対
象
に
、リ
ズ
ム

体
操
や
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す
。ま
た
、療
育
の
相

談
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
2
月
１４
日（
水
）１0
時
１５
分

～
１１
時
１５
分

■
場
所　

障
害
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
・
こ
ど
も
の
広
場（
矢
本
西

保
育
園
隣
接
）

■
申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
２
月
１3
日（
火
）ま
で
申
し
込
み

問 

障
害
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー・こ
ど
も
の
広
場

☎
84
ー
３
４
０
１

０
２
２
５
ー
84
ー
３
４
３
３

 

　kodomonohiroba@ark.ocn.ne.jp
「
ぽ
っ
ぽ
教
室
」開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時　
２
月
２7
日（
火
）１４
時
～
１８
時

■
場
所　
宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事

務
所（
新
住
所
：
石
巻
市
蛇
田
字

新
沼
田
１２
番
地
4
街
区
1
画
地
）

※
2
月
末
か
ら
、新
庁
舎
移
転
に
伴

い
、相
談
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

■
内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

■
対
象　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

方
ま
た
は
家
族
や
関
係
者

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
さ
れ
た
方
が
、認
知
症
に
つ
い
て

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
場
で
す
。	

■
日
時　

2
月
9
日（
金
）１3
時
30

分
～
１５
時	

■
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集

会
室	

■
対
象　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る

方（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
持
っ
て
い

る
方
）	

方
や
そ
の
家
族
向
け
の
相
談
で
す
。

■
日
時

①
２
月
６
日（
火
）１４
時
～（
予
約
制
、

１
人
５0
分
）　
こ
だ
ま
ホ
ス
ピ
タ
ル

虎と
ら
い
わ岩
武た

け
し志
医
師

②
３
月
１
日（
木
）１４
時
～（
予
約
制
、

１
人
５0
分
）　
ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ

ニッ
ク　
加か

と
う藤
光こ

う
ぞ
う三
医
師

■
場
所　
矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

○
ひ
き
こ
も
り（
思
春
期・青
年
期
等
）

　
専
門
相
談（
予
約
制
）

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル

　
ア
ッ
プ
研
修
会
開
催

■
申
し
込
み　
開
催
日
の
2
日
前
ま

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。	

○
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催

	

　
認
知
症
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
と
、地
域
で
認
知
症
に
関
心
の

あ
る
方
や
専
門
家
が
一
緒
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
情
報
交
換
や
お
互
い
の

理
解
を
深
め
る
場
で
す
。	

■
日
時　
２
月
１４
日（
水
）毎
月
第
２

水
曜
日　
１0
時
～
１１
時
30
分	

■
場
所　
ゆ
ぷ
と
１
階「
キ
ッ
チ
ン
ク

ラ
ブ	

カ
ノ
ン
」	

■
参
加
費　
無
料

※
飲
み
物
は
注
文
可（
有
料
）。

■
申
し
込
み　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し

く
だ
さ
い
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新生児・産婦訪問

■対象　全ての新生児および産婦
■内容　赤ちゃんの体重測定、発育・発達確認とお母さん

の体調や母乳・育児に関する相談
■方法　保健師または助産師による家庭訪問
※市外の里帰り先などに訪問を希望される方は、相談ください。　
■申し込み　電話・出生連絡票を郵送または市民課窓口に提出
■問　健康推進課健康支援班　☎内線3114・3117

乳幼児健康診査＜受付時間：12時20分～12時50分＞ 10か月児健康相談
＜受付時間：12時50分～13時20分＞

妊産婦・子どもの
健康相談

＜受付時間：9時～11時＞4か月児 1歳6か月児 2歳6か月児 3歳児

期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日

2月 28日（水）平成29年10月 21日（水）平成28年7月 22日（木）平成27年7月 27日（火）平成26年9月 26日（月） 平成29年4月 9日（金）

3月 23日（金）平成29年11月 20日（火）平成28年8月 16日（金）平成27年8月 15日（木）平成26年10月 22日（木） 平成29年5月 －

　ヘルシー インフォメーション

ヘルシーインフォメーション

■問　東松島市役所 ☎82-1111　代表FAX:0225-82-8143
　〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）2 月 1 日号

乳幼児健康診査・健康相談のお知らせ＜2・3月＞
　乳幼児健康診査と１０か月児健康相談の対象者には、あらためて通知しますが、通知が届かない方・新たに転入した方や、都合のつかない方は、下記ま
で連絡ください。妊産婦・子ども健康相談は申し込みの必要はありませんので、気軽にお越しください。

■問　健康推進課健康支援班　☎内線3117・3116

場所：矢本保健相談センター

■対象　妊娠された方、母子健康手帳をなくした方
■方法　保健師による個別交付　　
■場所　矢本保健相談センター
■申し込み　事前に電話での予約が必要
■問　健康推進課健康支援班　☎内線3117・3115

母子健康手帳・母子健康手帳別冊の交付

月　日 医  院  名 電話番号 薬  局  名 電話番号

２月４日（日） 鳴瀬中央医院 87-3853 なるせ薬局 86-1251

２月１１日（日） ししど内科クリニック 83-8830 調剤薬局くりっぷ 24-9730

２月１２日（月・振）わたなべ整形外科 84-2323

２月１８日（日） 加藤医院 82-2030

２月２５日（日） 永沼ハートクリニック 82-6680

※救急医療機関として、市内では、真壁病院 ☎82-7111、仙石病院（泌
尿器科、脳神経外科） ☎83-2111が24時間体制で救急患者の診療を
実施。また、石巻圏域では、石巻赤十字病院 ☎0225-21-7220、斎藤
病院 ☎0225-96-3251が、24時間体制で救急患者の診療にあたって
います。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診してください。

●小児科休日急患担当医院 〈診療時間:9時～17時〉
　石巻市の小児科休日急患担当医による診療は、東松島市在住の方も利
用できます。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診してください。

●東松島地区医院・薬局 〈診療時間:9時～17時〉

月　日 医  院  名 住　所
電話番号

〈市外局番
 0225〉

２月４日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

２月１１日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

２月１２日（月・振）あいかわ小児クリニック石巻市丸井戸三丁目4-10 92-8805

２月１８日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

２月２５日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

 休日診療担当医院表 〈2018年(平成30年)2月分〉

女性医師による女性の健康相談
　女性医師が、女性の健康増進に関する相談、思春期
や更年期の身体的・精神的不調、家庭や職場でのストレ
スなどで悩んでいる女性の相談に応じます。
※完全予約制・相談無料。
■日時　2月3日（土）１４時～１６時
■場所　塩釜市市民交流センター　
※仙台市に通勤・通学している方は仙台市会場（エルソーラ仙台）でも

相談できます。希望の方は予約専用電話に相談してください。
■予約専用電話　宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　　　　☎090-5840-1993　　　
■受付時間　平日９時～１７時（土・日曜、祝日を除く）
■問　宮城県健康推進課　☎022-211-2623

　矢本第二中学校は、授業の一環として「職場体験活動」
を実施しています。市役所や地元企業の皆さんの協力をい
ただきながら、実際に現場に出て、さまざまな職業を体験し
ています。
　私は、将来公務員としてまちの復興に携

たずさ

わりたいと考えて
います。東松島市役所の職員の皆さんが普段どのような仕
事に取り組んでいるのか興味があり、今回の職場体験では
市役所を選びました。その中で、健康推進課の職員の皆さ
んの協力を得ながら、実際に保健師や栄養士の方々がこ行

っている仕事を体験しました。今回職場訪問をしたのは私を含めて５人。栄養士の
方が考案したレシピ「大根もち」などに挑戦しました。
　これまでは「栄養士」と聞くと、給食センターで献立メニューを考える人などを真っ
先に思い浮かべていました。けれども今回の職場体験を通して、健康推進課の栄養
士の皆さんは健康メニューを考えるだけ
でなく、「食を通していかに市民の健康に
貢献するか」ということに真剣に向き合っ
ていることを知り、感銘を受けました。
　学校の家庭科の授業では栄養バラン
スの大切さについて学びましたが、今回
の職場体験でその重要性を改めて感じ
ることができたと思います。今後の進路
選択に役立てていきたいです。

次回は、のり養殖業の千
ち ば

葉富
と み お

夫さんにバトンタッチします。

第85回

イート（食べる）でつながるとイ～ナ！！

栄養士の仕事に感
か ん め い

銘しました
矢本第二中学校２年生　阿

あ べ

部 智
と も き

紀さん

▲矢本二中の５人が調理実習に励みました

▲「将来は公務員として
地域復興に関わりたい
です」と話す阿部さん
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え

す
が
わ
ら

の
り
か
ず

こ
ん
の

こ

も
い
ち
ろ
う

さ
と
う

か
さ
い

市報ひがしまつしまでは、東松島市の自主財源の確保と市内における地域経済の活性化のため、有料広告を掲載しています。

戸
籍
の
ま
ど

平
成
29
年
12
月
掲
載
依
頼
分

（
12
月
1
日
～
31
日
）

※
敬
称
略・希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、実
年
齢
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
戸
籍
の
ま
ど
の
掲
載
に
関
す
る
問

　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
班

　
☎
内
線
１
３
３
４

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行
政
区
等　
氏
　
名　
保
護
者

新
川
前
　
白し
ら
は
た幡  

綺き

き々

　
安あ

き記

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

行
政
区
等　
氏　
名　
　
年
齢

筒
場
　
　
大お

お
さ
か坂

　
さ
た
　
８５

中
東
　
　
渥あ

つ
み美

　
ト
ミ
ヨ
　
９７

表
　
　
　
阿あ

べ部
　
静し

ず
こ子

　
　
７９

六
槍
　
　
遠え

ん
ど
う藤

　
チ
ヤ
子こ

　
８９

中
　
　
　
阿あ

べ部
　
美み

わ

こ
和
子
　
９９

往
還
下
　
本ほ
ん
だ田

　
德の
り
お男

　
　
８１

肘
曲
　
　
亀か
め
や
ま山

　
敬け
い
ご吾

　
　
８０

柳
上
　
　
松ま
つ
も
と本

　
清き
よ
し　

　
　
８９

南
二
　
　
雫し
ず
く
い
し石　
幸こ
う
い
ち一

　
　
７６

あ
お
い
三
　
菅す
が
わ
ら原

　
悟さ
と
る　

　
　
８６

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
行
政
区
等
　
　
氏　
名

　
南
浦
官
舎   

大お
お
か
わ川

　
一い

っ
ぺ
い平

　
愛
知
県
　
　
山や
ま
だ田

　
貴た
か
こ子

　
六
槍
　
　
　
渡わ
た
な
べ邊

　
竜り
ゅ
う
じ司

　
利
府
町
　
　
原
　
早さ

き紀

　
柳
西
　
　
　
阿あ

べ部
　
秀ひ
で
き樹

   

広
島
県
　
　
平ひ
ら
や
ま山

　
美み

な

え
菜
恵

　
兵
庫
県
　
　
牧ま
き

　
　
德
一
　

　
関
の
内
三
　
鎌か
ま
た田

　
智と
も
み美

　

　
小
松
南
　
　
雫し
ず
く
い
し石　
貴た
か
ゆ
き幸

　

　
山
形
県
　
　
齋さ
い
と
う藤

　
真ま
す
み澄

　

　
大
溜
　
　
　
國く
に
い井

　
明あ
き
ら　

　

　
塩
竃
市
　
　
氏う
じ
い
え家

　
里り

な菜
　

　
あ
お
い
二
　
葛

　
洋ひ
ろ
か
ず和

　

　
石
巻
市
　
　
松ま
つ
む
ら村

　
美み

か佳
　

　
関
の
内
三
　
三み
う
ら浦

　
祐ゆ
う
や也

　

　
石
巻
市
　
　
加か
と
う藤

　
沙さ
お
り織

　

　
前
里
　
　
　
平ひ
ら
ち地

　
裕ひ
ろ
ゆ
き之

　

　
仙
台
市
　
　
佐さ
と
う藤

　
眞ま

ゆ

こ
優
子

　
東
大
溜
　
　
伊い
と
う東

　
秀ひ
で
あ
き晃

　

　
東
京
都
　
　
田た
な
べ辺

　
奈な

ほ

み
保
美

　
新
町
　
　
　
勝か
つ
ま
た又

　
良り
ょ
う　

　

　
新
町
　
　
　
邉へ
ん
み見

　
あ
ゆ
み

広 告 広 告

広 告 広 告

　年末の大掃除で苦戦した方へ 掃除のプロが教える効果的な掃除用具の
使い方を教えてくれます。100円ショップやホームセンターでも手軽に手に入
る道具を効果的に使い、楽するお掃除の講座です。
■日時　2月18日（日）
　午前の部：10時30分～12時　午後の部：13時～14時30分
■場所　つながるY

イ エ
eah（家）!（住所：東松島市矢本字下浦196-1 東矢本駅前）

■講師　株式会社 プラスワンケア　代表取締役 村上 貴之 さん
■募集人数　各回定員6人（予約制）　※対象年齢10歳以上。
■材料費　300円（講座で紹介した道具など一部持ち帰りできます）
※汚れても良い服装でお越しいただくか、エプロンなどを持参ください。
■問・申し込み　モデル住宅内相談窓口　☎98-8308
　　　　　　　  （開館時間10時～16時　毎週水曜日休館）

東松島型地域住宅 つながるYeah(家)！からのお知らせ

　転出･転入･転居で住所を異動した方は､住んでから14日以内に届出をしま
しょう。届出は本人または世帯主が届出(本人確認できる運転免許証などを必
ず持参)してください｡それ以外の方が届出するときは、委任状と届出人の印
鑑が必要です｡なお、津波防災区域に指定され、現在当該地に居住していな
い方は、すみやかに届出手続きをしてください。
■問　市民課窓口サービス班　☎内線1123･1125･1609

住所異動の届出手続きは忘れずにしましょう

南
緑
　
　
蛯え
び
な名

　
莉り

こ子
　
和か
ず
き喜

関
の
内
一
　
髙た
か
は
し橋

　
佑ゆ
う
し
ん心

　
宏ひ
ろ
つ
ぐ承

南
三
　
　
安あ

べ倍
　
礼あ
や
か華

　
信ま
こ
と　

東
大
溜
　
遠え
ん
ど
う藤 

智ち

は

や
芭
弥 

正ま
さ
ひ
こ彦

筒
場
　
　
若わ

か
ま
つ松

　
侑ゆ

づ
き月

　
高た

か
し志

筒
場
　
　
深ふ

か
ぼ
り堀

　
一い

ち
か叶

　
元も

と
ひ
ろ広

中
　
　
　
横よ

こ
や
ま山

　
楓ふ

う
か栞

　
宣の

ぶ
ひ
こ彦

小
松
台
　
手て

し
ま島 

小こ

と

ね
冬
音 

浩ひ
ろ
き樹

横
沼
二
　
藤ふ

じ
し
ま島

　
さ
ら
　
雄ゆ

う
き樹

上
河
戸
三
　
高た

か
は
し橋

　
快か

い
と虎
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８６

南
六
　
　
岩い

わ
つ
き槻

　
清き

よ
と人

　
　
７６

田
町
　
　
菅か

ん
の野

　
安や

す
お雄

　
　
８９
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た
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８４

中
下
　
　
小こ
や
ま山

　
倉く
ら
す
け助

　
　
８８
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い
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み
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の
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か
さ
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　平成30年度の各種検診申
込書を、１月に各世帯に郵送し
ました。
　この申込書で、各種がん検
診、健康診査等の申し込みを
受付します。申込書は受診希
望の有無にかかわらず、2月5日

（月）までに返信用封筒で返
信してください。
　期日までに申込書が提出されない場合、平成30年4月実施予定の胃がん
検診などに必要な受診票が届かなくなり、受診できないこともありますので、
期日までに必ず申込み手続きをしてください。
■対象　平成31年4月1日時点で19歳以上の方
※平成29年12月6日以降に転入された方には検診申込書を郵送していま

せんので、下記まで連絡ください。
■問　健康推進課健康推進班　☎内線3108・3109

平成３０年度各種検診等申込書郵送のお知らせ



（20）市民のカレンダー

市民のカレンダー 2月 カレンダーの中にある時刻は、行事などの開始時間（または終了時間）を表しています。
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

2/１ 2 体 3 体

■市報２月１日号発行 ■無料人権相談
　 小セ 	10：00
■1日入学（矢本東小）

■おはなし会	図	11：00
■朗読講座（リサイタル）
　 市コ 	14：00

4 赤体 5 6 体 7 8 9 体 10 体

●市税及び税外収入金
　収納・相談休日窓口 　
　8：30～17：15
■第31回オール赤井凧
　あげ大会（赤井八幡
　神社南側水田）13：00

■図書館休館日
■1日入学（矢本西小）

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■赤井地区市政懇談会
　 赤セ 	19：00
■市民課延長窓口
　～19：00
■1日入学（大塩小）

■ちっちゃい子おはなし会	
　図	11：00

■囲碁将棋のつどい
　老	10：00
■平成30年度市県民税申
　告受付（鳴瀬保健相談セ
　ンター〈～17日（土）〉	
■１日入園
　（矢本中央幼）

■行政相談	 小セ 	13：00
■第11回酒蔵楽集
　～新酒まつり～	蔵	18：30
■東松島市議会平成30年
　第1回定例会（議場）
　〈～3月2日（金）〉
■入学保護者説明会
　（矢本一中）
■1日入学（赤井南小・
　大曲小・宮野森小）

■おはなし会	図	11：00

11 建国記念日 赤体 12 振替休日 13 14 15 16 体 17
●市民防災の日
　（市民防災デー）
■図書館休館日
　（建国記念の日）
■ニードル爆笑Live	in
　東松島	 市コ 	14：30

■図書館休館日 ●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■農地転用等締切日
　（農業委員会）

■市報2月１5日号発行
■囲碁将棋のつどい
　老	10：00
■第14回女の小正月　
　蔵	12：30

■保温調理で作る調理
　研究会（セルコホーム
　あおみな）10：00
■１日入学
　（鳴瀬桜華小・赤井小）
■第11回東松島市ナイ
　ター家庭バレーボー
　ル大会	 市体 	19：00
　〈～17日（土）〉

■ボヌール・マルシェ
　蔵	10：00
■プリザーブドフラワー
　アレンジメント教室
　①	 野セ 	10：00
　②	 小セ 	14：00
■おはなし会	図	11：00
■矢本子育て支援センター
　ほっとふる土曜OPEN
　（午前のみ）

18 赤体 19 20 体 21 22 23 体 24 体

■プリザーブドフラワー
　アレンジメント教室
　①	 東セ 	10：00
　②	 東セ 	14：00
■平成30年度市県民税
　申告休日受付日	役

■図書館休館日
■楽しいパネルシアター
　講座	 東セ 	13：30
■平成30年度市県民税
　申告受付	役
　〈～3月15日（木）〉

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■新宮戸八景ウォーキ
　ングイベント
　（宮戸月浜）9：30
■市民課延長窓口
　～19：00

■ちっちゃい子おはなし会	
　図	11：00
■合同企業説明会
　 東セ 	14：00
■市民フォーラム
　 市コ 	18：30
■第９回ちびっこクラブ
　（矢本中央幼）
■平成30年度新入園児
　保護者説明会
　（矢本西保育園）

■囲碁将棋のつどい
　老	10：00

■図書館休館日
　(図書整理日)　
■学習参観日
　（宮野森小・赤井小）
■平成30年度新入園児
　保護者説明会
　（はなぶさ幼）
　

■ひがしまつしま食べメッセ	
　 市コ 	10：00
■おはなし会	図	11：00
■平成29年度NPO法人
　東松島市体育協会・市
　スポーツ少年団スポー
　ツ合同表彰式
　 市コ 	18：00
■学習参観日（大曲小）
■平成30年度新入園児
　1日入園と健康診断
　（鳴瀬幼）

25 赤体 26 27 体 28
■野蒜・東名運河座談会
　 野セ 	13：00

■図書館休館日
■振替休業日（大曲小）

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■学習参観日
　（赤井南小）

■学習参観日
　（鳴瀬桜華小）

飲酒運転は、命を奪ってしまうこと
もある決して許すことのできない

悪質な犯罪です
～飲酒運転は絶対に　　　　　

　「しない」「させない」「許さない」～

飲酒運転は犯罪です

■
問
い
合
わ
せ

役 東松島市役所（本庁舎）
82－1111

鳴庁 東松島市役所（鳴瀬庁舎）
矢保 矢本保健相談センター 82－1111
野 野蒜交付所 88－2751
縄文 奥松島縄文村歴史資料館 88－3927
老 老人福祉センター 83－2851
矢子 矢本子育て支援センター 84－2676

鳴子 鳴瀬子育て支援センター 87－2338
図 市図書館 82－1120
蔵 蔵しっくパーク（ひと･まち交流館） 84－1770
市コ 市コミュニティセンター 82－6969
市体 市民体育館 82－9030
矢運 矢本運動公園 82－6804
赤体 赤井地区体育館 82－6803

鷹来 鷹来の森運動公園 82－1101

小体
小野地区体育館

（管理：生涯学習課スポーツ振興班）
82－1111
（内線3325）

塩体 大塩地区体育館（管理：大塩市民センター） 82－7532

曲体
大曲地区体育館

（管理：生涯学習課スポーツ振興班）
82－1111
（内線3325）

健増 健康増進センター ゆぷと 84－3855
東セ 矢本東市民センター 82－1180

西セ 矢本西市民センター 82－1181

曲セ 大曲市民センター 82－5965
赤セ 赤井市民センター 82－2075
塩セ 大塩市民センター 82－7532
小セ 小野市民センター 87－2067
野セ 野蒜市民センター 88－2056
宮セ 宮戸市民センター 86－2177

体育館一般開放のお知らせ　■場所・時間		体 	･･･市民体育館	9～12時、体 	･･･市民体育館	18～21時、赤体 ･･･赤井地区体育館	9～17時　■問　ＮＰＯ法人東松島市体育協会事務局　☎82-9030
　　　　　　　　　　　　　※一般開放の時間は、変更になる場合があります。

東松島市の人口
（平成30年1月1日現在の住民基本台帳、外国人住民含む）

　　女　20,466人(+9)
世帯数  15,727戸(＋20)

男 19,781人(+5)
計 40,247人(+14)

（　）内は前月比

 相談受付  毎週月・水・金曜　13時～17時(祝日は除く）
東松島市教育委員会

い じ め 相 談
 小・中学生のみなさん一人で悩まずに相談しましょう

いじめ相談専用電話

080-6051-7281

■問　防災課消防安全班　☎内線1165

自分たちのまちを
自分たちで守りたい

消防団員募集

前年同時期計 40,268人


